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◎４月末までの交通事故件数◎今月の表紙

◎４月末までの火災救急件数

◎人口の動き
■平戸市人口／34,130（－106）
　男性／15,958人（－55）
　女性／18,172人（－51）
■世帯数　14,356戸（＋6）
※（　）は、前月との比較

平成26年5月1日現在

　担当になって2ヶ月ほど
たち、いくつかのイベント
を取材する機会がありまし
た。そこには、主催者の人
たちが何とかイベントを成
功させようと、情熱を傾け
て真摯に取り組んでいる姿
がありました。何か行動を
起こして、地域をなんとか
せんといかんという気持ち
が伝わってきて、頭が下が
る思いがして感服しました。
私も微力ですが、取材を通
してお手伝いできればと思
います。

　今月号では、薄香浦地区
自主防災組織の取り組みを
紹介しています。大規模災
害が起こると公的機関の救
助だけでは限界があります。
そんなとき最も頼りになる
のが自主防災組織です。先日、
薄香浦地区の防災講習会を
取材したとき、公民館に集
まった皆さんが、真剣な表
情で防災について考えてい
る姿がそこにありました。
もしものときもみんなで助
け合い災害に立ち向かう。
その力強さを感じました。
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見

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　４月26日に田平港シーサ
イドエリア広場において開催
された、「第37回たびら春ま
つり」での猶興館高校ダンス
同好会によるヒップホップダ
ンスからの１コマ。高校生ら
しい元気いっぱいの踊りに、
会場からは大きな声援があ
がっていました

※（ 　）内は昨年同期

※（ 　）内は昨年同期

件　数
死　者
負傷者
（重傷）４人（軽傷）33人

（29件）
（０人）
（37人）

26件
１人
37人

火災
救急

10件）
517件（   567件）
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災害時の被害を抑える災害時の被害を抑える災害時の被害を抑える

５

３４

１２

自主防災組織結成率

平戸北部

平戸中部

平戸南部

生 月

田 平

大 島

73.5％

61.9％

82.7％

100％

65.2％

100％

１

■

　

補
助
額
に
つ
い
て

自  助 共  助

公  助

地域防災力地域防災力
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大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
消
防

や
自
衛
隊
な
ど
の
公
的
機
関
の
救
助「
公

助
」だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
自
分
の

身
の
安
全
は
自
分
で
守
る
と
い
う「
自
助
」

と
、
普
段
か
ら
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
地
域

や
近
隣
の
人
が
互
い
に
協
力
し
、
助
け
合

う「
共
助
」が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
、
ま
た
、

最
小
限
に
防
ぐ
た
め
に
は
、「『
自
助
』・『
共

助
』・『
公
助
』」の
連
携
が
大
切
で
す
。

　

地
域
防
災
の
中
心
を
担
う
自
主
防
災
組

織
の
活
動
は
、「
共
助
」に
あ
た
り
、
災
害

時
に
備
え
て
地
域
住
民
同
士
が
普
段
か
ら

協
力
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

こ
と
が
、「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　東日本大震災の教訓を薄香浦地区にも生
かすために結成した自主防災組織ですが、
結成時、また、活動を続けていくうえで重
要なことは、「人を動かすための努力と、日
ごろのコミュニケーション、そしてリーダー
づくり」だと思います。薄香浦地区では、人
命救助や初期消火訓練など身の回りのこと
から始めていきました。また、皆さんの防
災意識の向上を目的に防災講習会も開催し
ており、これらの活動を通して、皆さんの防
災意識が向上したことを実感しています。こ
れからも継続した自主防災組織の取り組み
を進めていくためには、特にリーダーづくり
が必要です。このリーダーを中心に、自主
防災組織の活動をますます活発にし、これ
が自治会活動を刺激して相乗効果をもたら
し、高齢者が外に出て、人とふれあえるよ
うなまちづくりが重要だと思います。

　自主防災組織結成後、地域住民の意識
が変わり、皆さんが地域行事などの際に、
これまで以上に協力的になりました。防災
講習会の際に、他の地域の活動事例を見る
ことで、薄香浦地区も防災の意識が高まっ
てきたことを実感します。薄香浦地区も他
の地区と同様に高齢化が進んでいますが、
これからは、元気な高齢者が高齢者を支え
るようなまちになるため、自主防災組織の
活動を通して防災意識を地区全体で高める
ことが重要です。そのためにも、今後は、
皆さんと話し合いながら、よりよい防災資
機材の管理方法を検討することと、区長・
副区長以外の、地域の自主防災組織のリー
ダーを作り、避難誘導班や消火班など、各
班ごとにやるべきことを検討してもらう必要
があります。これが人づくり、まちづくり、
ものづくりにつながるのではないでしょうか。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き

力
を
発
揮
す
る
自
主
防
災
組
織

　

本
市
で
も
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
が

理
解
さ
れ
、
各
地
区
で
結
成
が
進
み
、
５

月
１
日
現
在
で
、
結
成
率
は
77
．
０
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
署
や
地
区
の
消
防
団
か
ら

応
急
救
護
法
や
消
火
栓
の
使
い
方
の
指
導

を
受
け
る
な
ど
、
独
自
に
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
な
っ
て
い
る
地
区
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
中
で
も
注
目
を
集
め
て
い
る

薄
香
浦
地
区
自
主
防
災
組
織
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

薄
香
浦
地
区
は
、
平
成
25
年
５
月
に
自

主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
翌
月
に
は
平
戸

市
自
主
防
災
組
織
資
機
材
等
整
備
事
業
補

助
金
を
申
請
し
、
必
要
な
資
機
材
を
整
備

し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
毎
月
自
主
防
災

協
議
会
を
開
催
し
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成

や
災
害
関
連
ビ
デ
オ
放
映
な
ど
を
行
い
、

地
区
住
民
全
体
で
防
災
意
識
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
が
高
く
評

価
さ
れ
、
昨
年
９
月
に
実
施
し
た「
第
１

回
避
難
防
災
訓
練
・
初
期
消
火
訓
練
」が

テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

薄
香
浦
地
区
は
、
今
後
も
地
区
消
防
団

や
地
元
企
業
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
さ
ら

な
る
組
織
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

国や都道府県などの行政、
消防機関による救助・援助など

地域や近隣の人が
互いに協力し合う

自分の身を自分の
努力によって守る

　　　　　消火班と若者会の皆さんが、

95世帯の消火器・火災報知器の設

置調査を実施しました。　　　　子ども

から大人まで総勢80人の地域住民

が参加し避難防災訓練を実施。訓

練後にはアンケート調査を実施し、

訓練を通してこれまで気付かなかっ

た問題や、改善点などを記入しまし

た。　　平戸消防署の指導を受けな

がら、消火器の使い方、放水体験、

初期消火訓練を実施しました。

自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
支
援
し
ま
す
。

　　

市
は
平
成
24
年
度
か
ら「
平
戸
市
自
主

防
災
組
織
資
機
材
等
整
備
事
業
補
助
金
」

を
交
付
し
、
災
害
時
に
活
動
し
て
い
く
う

え
で
必
要
な
資
機
材
購
入
の
支
援
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織

育
成
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
共
に
、
自
主

防
災
組
織
設
立
ま
で
の
助
言
や
、
設
立
後

の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　　

地
区
で
自
主
防
災
組
織
を
結
成
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
ら
、「
組
織
の
規
約
」と「
組

織
体
制
図（
役
割
分
担
表
）」を
地
域
協
働

課
危
機
管
理
班
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
た
地
区
に
、

活
動
し
て
い
く
う
え
で
必
要
な
資
機
材
を

購
入
す
る
た
め
、「
平
戸
市
自
主
防
災
組

織
資
機
材
等
整
備
事
業
補
助
金
」を
交
付

し
ま
す
。

　

基
本
額（
１
組
織
あ
た
り
10
万
円
）＋

　

世
帯
額（
世
帯
数×

１
，
０
０
０
円
）

　

平
戸
市
自
主
防
災
組
織
資
機
材
等
整
備

事
業
補
助
金
は
、平
成
26
年
度
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
結
成
を
検
討

し
て
い
る
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
早
め
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
協
働
課
危
機
管
理
班　

℡
内
線
２
３
０
７

■

　

自
主
防
災
組
織
を
作
る
に
は

■

　

防
災
資
機
材
の
購
入人づくり、まちづくり、ものづくり

自主防災組織がもたらす相乗効果に期待

５

３

４

２

下野　祥一郎 さん

薄香浦地区 副区長

久保田　幸男 さん

薄香浦地区 区長



海抜（ｍ）

海抜（ｍ）
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平戸地区
避難場所
度島小中学校
度島町へき地保育所
田助小学校
平戸市田助ハイヤ節伝承館
光の園保育園
平戸中学校
みのり保育園
愛の園保育所
平戸小学校
平戸文化センター
平戸市社会福祉センター（★）
県立猶興館高等学校
平戸幼稚園
平戸市離島開発総合センター
古江町民体育館
中野愛児園
中野中学校
中野小学校
中野ふれあい会館
川内漁民センター
春日公民館
旧獅子小学校体育館
獅子ふれあい会館
宝亀第２公会堂
平戸市ふれあいセンター
東和愛児園
紐差小学校
中部中学校
平戸荘（★）
旧大川原小学校体育館
大川原第一公会堂
県立平戸高等学校
根獅子小学校
飯良町公会堂
中津良小学校
猪渡谷地区集落センター
堤小学校
南部中学校
平戸市多目的研修センター
南部市民屋内運動場
わだつみの里（★）
津吉小学校

63.1
10.0
54.5
54.5
53.6
53.0
18.1
40.4
7.5
2.8
13.0
5.0
20.0
10.0
28.0
59.0
25.0
22.0
21.0
2.0
38.0
23.0
24.0
55.0
6.0
10.0
2.3
12.0
20.0
120.0
31.0
107.0
35.0
5.0
3.6
3.0
20.3
12.2
2.2
2.0
2.8
37.0

電話番号
25-2002
25-2615
22-2516
未設置
23-2612
22-3136
22-2575
22-2244
22-2410
22-5300
22-2180
22-2064
22-2810
22-2418
未設置
24-2358
24-2620
24-2606
24-2121
未設置
未設置
未設置
28-0885
未設置
28-0044
28-0156
28-0009
28-0026
28-1155
未設置
未設置
28-0744
28-1020
28-1963
27-0135
未設置
27-0466
27-0029
27-0047
未設置
27-2200
27-0019

5.0
12.0
2.5
18.0
22.0
2.5
5.0
　

57.0
120.0
39.0
17.0
34.0
2.5
52.0
44.0
80.0
27.0
59.0
2.5
4.0
4.0

　82.0

3.0
3.0
3.0
28.0
43.0
39.0
25.0
32.0
2.5
22.0
36.0
37.0
37.0
25.0
34.0
30.0
37.0

電話番号
27-0907
27-0049
29-1509
未設置
29-1220
未設置
未設置

電話番号
53-0014
53-1229
53-1004
53-0270
53-1079
53-1759
53-1790
53-3048
53-2406
53-0835
53-2965
53-2583
53-0541
53-1444
53-2615

電話番号
57-0223
57-1355
57-1323
未設置
57-2727
57-0236
未設置
未設置
57-1781
未設置
57-1966
未設置
未設置
57-1960
57-0207
未設置
57-0020

　これからの梅雨時期の大雨や台風、地震などの自然災害に備えて、日ごろからの準備が必要です。特に、広範
囲にわたる深刻な被害が発生した場合には、防災関係機関の災害対応が困難な場合もあります。市民の皆さん一
人ひとりが「自分の身の安全は自分で守る」という意識を持ち、自主的な防災活動を行いましょう。

■お問い合わせ　地域協働課危機管理班　☎内線2313

赤文字の避難場所は、海抜５ｍ以下です。津波の際は、高い場所へ避難してください。

海抜（ｍ）

海抜（ｍ）

海抜（ｍ）
海抜（ｍ）

避難場所
前津吉公会堂
志々伎小学校
志々伎ふれあい会館
旧志々伎小学校早福分校
野子小中学校
宮の浦漁民研修センター
旧野子小中学校高島分校生月地区
生月地区
避難場所
生月小学校
生月中学校
山田小学校
生月保育所
山田保育所
山田児童館
山田地区活性化センター
平戸市多目的集会施設
生月町元触地域交流センター
山田幼稚園
生月町御崎コミュニティセンター
生月船員福祉会館
生月町中央公民館
生月町開発総合センター
生月高齢者生活福祉センター（★）
田平地区
避難場所
平戸市商工会田平支所
九十九島漁協　田平支所
日の浦区公民館
野田研修センター
永久保区公民館
平戸口社会館
山内区公民館
大崎区公民館
釜田区公民館
大久保団地集会所
田平ホーム
山内団地集会所
平戸口教会信徒会館
平戸口区公民館
田平町民センター
永田団地集会所
田平北小学校

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

電話番号
未設置
57-0511
未設置
57-1684
57-3348
未設置
57-0062
未設置
未設置
57-2244
57-3542
57-1852
57-0064
未設置
未設置
未設置
57-1228
57-0968
未設置
未設置
57-3100
57-0977
未設置
57-2346
未設置
57-2443
57-0002
57-0816
未設置

電話番号
未設置
55-2117
未設置
55-2985
55-2541
未設置
未設置
未設置
55-2374
55-2531
未設置
未設置
55-2100
55-2006
55-2004
55-2043
未設置

45.0
81.0
80.0
105.0
101.0
65.0
66.0
54.0
101.0
96.0
102.0
126.0
126.0
95.0
105.0
130.0
175.0
16.0
16.0
19.0
24.0
16.0
39.0
50.0
76.0
61.0
60.0
59.0
15.0

7.0
2.7
3.0
10.0
2.5
70.0
92.0
45.0
2.0
2.5
45.0
3.0

122.0
114.0
110.0
110.0
130.0

田平地区
避難場所
坊田区公民館
県立北松農業高等学校
小手田区公民館
長崎県肉用牛改良センター
たびら昆虫自然園
米の内区公民館
田平中学校
西荻田区公民館
南荻田区公民館
下寺区公民館
生向区公民館
田平町南地区交流センター
田平南小学校
外目区公民館
以善区公民館
田代区公民館
草笛ケ丘
田平町体育館
田平町武道館
下里研修センター
上里研修センター
田平町福祉保健センター（★）
岳崎区公民館
福崎区公民館
小崎営農研修センター
下亀区公民館
田平東小学校
田平町東地区交流センター
たびら活性化施設
大島地区
避難場所
東神浦公民館
平戸市商工会　大島支所
西神浦公民館
大島村離島開発総合センター
ながさき西海農協　大島支店
前平公民館
西宇戸公民館
大根坂公民館
大島村漁協　大根坂漁民センター
大島村漁協　的山漁村センター
板の浦集会所
大島地区活性化センター
大島村高齢者生活福祉センター（★）
大島村保育所
大島小学校
大島中学校
旧県立猶興館高等学校大島分校

　大雨・洪水注意報、警報などの気象情報を
　確認しましょう。

　河川の増水に注意し、早めに避難準備をし
　ましょう。

　山崩れやがけ崩れ、土石流に警戒しましょう。

　テレビ、ラジオなどで台風情報を確認しま
　しょう。

　早めに窓や屋根、塀など家屋の補強をしま
　しょう。

　停電、避難に備え、非常用持出品の準備をし
　ておきましょう。

　机の下に入り、まずは自分自身の安全を守
　りましょう。

　すばやく火の始末をしましょう。

　山崩れやがけ崩れ、津波に注意しましょう。

　狭い路地や塀、がけ、川べりに近寄らないよ
　うにしましょう。

　避難場所に（★）が付いている所（平戸地
区３カ所、生月地区１カ所、田平地区１カ
所、大島地区１カ所）は、福祉避難所です。
これらは、避難時に支援を必要とする人  
（介護が必要な高齢者、障害者、
難病患者、乳幼児、妊産婦、
外国人など）を受け入れる避
難所となります。

いつ、どこで起こるか
　分からない自然災害。
自らの身の安全を守るために
　次のことを守りましょう。

雨が強くなってきたら

地震が発生したときは

台風が近づいてきたら

平成26年６月１日現在



　５月３日から５日まで毎年恒例の「第19回平
戸海道渡海人まつり」が平戸大橋特設会場で開
催されました。会場は観光客や家族連れなど大
勢でにぎわい、市内各事業所が出店した「渡海
人うまかもん物産展」には、行列ができ多くの
人が平戸の特産品を買い求めていました。また、
海岸の砂浜では、スプーンファイトやタコのつ
かみ取り大会、地引網体験などのイベントが行
われ、参加した子どもたちの一生懸命な姿に、
会場からは悲鳴にも聞こえるような大きな声援
があがっていました。

天候にも恵まれた３日間

　４月27日、千里ヶ浜鄭成功記念公園で「第
11回アサリ！どっさり！潮干狩り大会」（中野
漁協西目青年部主催）が開催されました。親子
連れが多く、小さな子どもたちは早くアサリを
取りたいと、始まる前からそわそわして落ち着
かない様子でした。開始の合図がなると、一目
散に走り出し、一生懸命砂を掘ってアサリを探
していました。また、恒例のイカやカキなどが
セットになった海鮮バーベキューなども販売さ
れ、海辺に用意された焼き台は多くの人でにぎ
わっていました。

多くの親子連れで大にぎわい！ たびらに春の訪れ

　４月26日・27日の両日、田平港シーサイド
エリア広場において、「第37回たびら春まつり」
が開催されました。今年は開催場所を田平支所
一円から移して行われ、観光客や親子連れなど、
2日間で約14,500人が訪れました。26日には、
田平中学校吹奏楽部による演奏や平戸口社会館
の園児による太鼓の協演、27日には、「親子Ｄ
Ｅブックスタンド作り大会」や「魚のつかみ取り
大会」などが行われました。また、毎年恒例の
田平産牛肉の販売も行われ、両日とも大盛況で
あっという間に売り切れていました。

歌とダンスで観客魅了

　４月26日、崎方公園で「平戸崎方つつじ祭」
が開催されました。これは、４月に供用開始し
た平戸市観光交通ターミナル一帯を観光の拠点
とすることと、つつじまつりのPRのため今回
初めて開催したもの。ステージイベントとして
猶興館高校ダンス同好会の皆さんによるダンス
や、田平権現太鼓、市内で活動するダンスグルー
プの演技などが披露されました。また、水田竜
子さんが平戸をテーマにした「平戸雨情」を歌
うコンサートも行われ、黒田市長もギターで参
加するなど、会場は大いににぎわいました。
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　５月４日、舘浦ふれあい広場一帯で「いきつ
き春まつりin生月島2014」が開催されました。
会場では、農水産物や加工品などが販売された
ほか、鯨汁の振る舞い、ししゃもや椎茸の詰め
放題などが行われ、多くの人でにぎわいました。
また、水田竜子さんの歌謡ショー、平戸本まぐ
ろ「極海一番」の解体実演・販売、伊勢エビや
イシガキダイなどが釣れる「ちびっこ釣り堀大
会」、生月大橋の真下を通るクルージングなど、
さまざまなイベントがあり、大人も子どもも一
緒になって楽しんでいました。

食べて！遊んで！生月島を満喫!!

　５月10日、志々伎漁協で「おさかな祭り」、
福田酒造で「酒蔵開き」が開催されました。志々
伎漁協では35kgもあるマグロの解体ショーが
行われ、目の前でさばかれる迫力満点のショー
にどよめきが起こっていました。また、伊勢エ
ビやサザエなどの海産物の販売や、魚のつかみ
取り大会などが行われました。福田酒造では、
酒蔵見学や新酒の試飲および販売、利き酒など
が行われました。両イベントとも多くの来場者
でにぎわい、新鮮な魚や芳醇なお酒に舌鼓を
打っていました。

志々伎でおさかな祭り＆酒蔵開き

　５月11日、森酒造場で「酒蔵開き」が開催さ
れました。今年もこの日を待ちかねていた日本
酒ファンや市民など多くの人が酒蔵を訪れ、酒
蔵見学をしたり、生産者と話をしながら、自慢
の日本酒や焼酎などを飲み比べていました。ま
た、この日は、毎年好評の洋菓子と日本酒の
セット、押し寿司などの販売のほか、市内で飲
食店を営む皆さんが、平戸和牛串やカクテル、
コーヒーなどを出店していました。酒蔵を訪れ
た皆さんは、おいしいお酒とコーヒー、食べ物
を堪能し、大満足の様子でした。

森酒造場酒蔵開き

　４月27日、平戸市漁協獅子事業所前で「獅子
よかもん市～春まつり～」が開催されました。
これは、獅子町の活性化と地元のおいしいもの
を知ってもらうことを目的に昨年から開催して
いるもの。獅子産の農水産物の販売や、カキ焼き、
魚のつかみ取りなどが行われました。また、カ
レー味のちゃんこ鍋200人分が無料で振る舞わ
れ、町内外から会場を訪れた多くの皆さんが舌
鼓を打ちました。今年も獅子がんばろう会と地
域の皆さんが活躍し、会場は昨年以上の盛り上
がりを見せていました。

獅子町は今年も元気です！

　４月26・29日、市総合運動公園ライフカン
トリーで「第25回前川杯少年サッカー大会」が
開催されました。この大会は、市内の小学生チー
ムを対象に開催しており、本市出身の元サッ
カー日本代表ゴールキーパー前川和也さんが主
催。今回は８チームが参加し、熱戦の結果、平
戸少年サッカークラブが優勝しました。29日
の大会後には、前川さんを講師にサッカー教室
を開催。前川さんに指導してもらった子どもた
ちは、目を輝かせながら「将来は日本代表にな
りたい！」などと夢を膨らませていました。

僕も将来は日本代表になる！

　４月27日、棲霞園と梅ヶ谷津偕楽園で特別
公開が行われました。これは、両庭園が昨年
10月に国の名勝に指定されたことを記念し、
所有者の協力を得て実施したもので、合計約
700人が参加。この日は、市が両庭園の保存整
備事業に関する協定を締結している南九州大学
（宮崎県）の永松教授や学生らが絵図面を使いな
がら庭園の説明を行いました。参加者は、「両
庭園の詳しい説明を聞くことができ、一層理解
が深まりました。学生もよく勉強しているなと
感じました」と話していました。

国の名勝指定を記念して特別公開

　5月11日、生月中学校グラウンドで「第43
回生月町町民運動会」が開催されました。各地
区ではこの日のために、忙しい合間を見つけて
長縄跳びや綱引きなどの練習を行い、「絶対に
負けられない戦い」に挑みました。この日は絶
好の運動会日和になり、出場者はもちろん、各
地区の応援団も他の地区に負けじと大きな声で
応援していました。特に「地区対抗リレー」では、
抜きつ抜かれつのデットヒートの展開に、この
日1番の盛り上がりとなり、地区の勝利のため
に必死に声援を送っていました。

地区対抗で火花バチバチ



「臨時福祉給付金」や「子育て世帯臨時特例給付金」の
振り込め詐欺や個人情報の搾取に注意してください！
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臨時福祉給付金
　子育て世帯臨時特例給付金

●支給対象者
　平成26年度分の住民税（均等割）が課税されていない人が対象です。
　ただし、次の場合は除きます。
　　・課税されている人に扶養されている場合
　　・生活保護の受給者である場合  など
●支給額
　１人につき、１０，０００円（１回限り）
　ただし、次の加算対象者は、１人につき、５，０００円を加算
　　・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金などの受給者  ※１
　　・児童扶養手当、特別障害者手当などの受給者  など  ※２
　　※１ 平成26年３月分の受給権があり、４月分または５月分の年金の支払いがある人が対象です。
　　※２ 平成26年１月分の手当などを受給している人が対象です。

申 請 先

申請期間

提出書類

受取方法

●

●

●

●

（※１）本人確認書類
　住民基本台帳カード、運転免許証、パスポートなど顔写真付きの身分証明書の写し
　写真付きでない場合は、下記（例）の中から２つ以上の証明書の写し
　（例）健康保険証、介護保険などの被保険者証、年金手帳、年金証書　など

（※２）口座情報確認書類
　金融機関名、口座番号、口座名義人（カナ）が分かる通帳やキャッシュカードの写し

　※「子育て世帯臨時特例給付金」を申請する人で、児童手当の受取口座を指定する場合は、確認書類は不要です。
　※金融機関口座を持っていないなど、振込みによる支給が困難な場合のみ、窓口で受け取ることができます。

平戸市役所本庁２階給付金窓口、各支所・出張所
平成26年１月１日時点で住民票が平戸市にある人が対象です。

平成26年７月１日（火）～10月１日（水）
※ただし、土・日・祝日を除く　午前８時30分～午後５時15分

申請書、本人確認書類（※１）、口座情報確認書類（※２）

申請書に記載した指定口座に入金します。

●支給対象者
　次のどちらの要件も満たす人が対象です。
　　平成26年１月分の児童手当・特例給付※を受給
　　平成25年分の所得が児童手当の所得制限限度額未満
　　※特例給付とは、所得が児童手当の所得制限限度額以上の人について、児童１人当たり月額5,000円を支給しているものです。
●対象児童
　支給対象者の平成26年１月分の児童手当・特例給付の対象となる児童
　ただし、次の場合は除きます。
　　・「臨時福祉給付金」の対象となる児童
　　・生活保護の受給者となっている児童  など
●支給額
　対象児童１人につき、１０，０００円（１回限り）

　自宅や職場などに、市役所や厚生労働省の職員などをかたった電話がかかってきたり、郵
便が届いた場合は迷わず福祉課、各支所・出張所、または最寄りの警察署（または警察相談
専用電話（＃9110））に連絡してください。公的機関が銀行などのATMの操作を依頼したり、
「臨時福祉給付金」などの給付のために、手数料などの振込みを求めることは絶対にありません。

注   意

CAUTION

臨時福祉給付金　支給要件

対象者診断チャート

申請方法

子育て世帯臨時特例給付金　支給要件

あなたは

平成26年度分の
住民税が課税
されている人に
扶養されて
いますか。

臨時福祉給付金の
加算支給対象者
となる場合が
あります

（１人につき、15,000円支給）

子育て世帯臨時特例
給付金の支給対象者
となる場合が
あります

（対象児童１人につき、10,000円支給）

臨時福祉給付金の
支給対象者となる
場合があります

（１人につき、10,000円支給）

あなたは

加算対象の

基礎年金・
児童扶養手当
などを受給
していますか。

あなたは

平成26年度分の
住民税が課税
されていますか。

あなたは平成26年１月分の
児童手当または特例給付を受給していますか。
（中学生以下の子どもがいますか。）

あなたの平成25年分の所得は
児童手当の所得制限
限度額以上ですか。

あなたは

生活保護を
受けていますか。

対象ではありません。対象ではありません。
※保護基準の改定で

　消費税の負担に対

　応します。

臨時福祉

臨時福祉

子育て世帯

は　い いいえ

は　い は　い

は　い

は　い

は　いいいえ

いいえ

いいえ

いいえ

は　い

いいえいいえ

火

お問い合わせ

臨時福祉給付金および子育て世帯臨時特例給付金申請窓口　☎内線2630

基準日  平成26年１月１日



 

広報ひらど 平成26年6月号広報ひらど 平成26年6月号広報ひらど 平成26年6月号 121212Hirado City Public Relations,20Hirado City Public Relations,201414.6.6Hirado City Public Relations,2014.6131313

鶴田　　滋

岡村　久惠

梅谷　三郎

納屋　眞喜子

田中　小夜子

永田　孝次郎

小田　ひで子

石橋　信子

野村　秋子

木村　孝市

西　京子

本山　ミツ子

北村　誠一

前田　公惠　　

髙本　健治

古川　早苗

貞方　龍己

久保田　幸男

廣田　信治

切江　　博

門屋　多佐雄

宇野　美貴枝

銀吉屋　いつ子

魚谷　テルミ

幸屋　富子

山下　義則

藤原　健一

横山　久一

正木　保彦

大谷　常子

森　トシ子

川崎　裕美

鋤﨑　みどり

立石　傳太郎

西村　てるみ

吉田　良三

木田　幸子

村山　久也

中村　清子

町田　典子

市川　次男

石橋　利江

松本　博

高岡　遥

行政区

中野大久保

水垂

山中

坊方

主師

山野白石

下中野

古江

大瀬

春日

高越

大石脇

獅子第１

獅子第２

獅子第３

獅子第４

根獅子第１

根獅子第３

飯良第１

飯良第２

紐差第１

紐差第２

紐差第３

紐差第４

朶の原

深川

迎紐差

木ヶ津第１

木ヶ津第２

木ヶ津第３

木ヶ津第４

大川原

赤松

草積

木場

神鳥

宝亀第１

宝亀第２

宝亀第３

宝亀第４

上中津良

下中津良

敷佐

猪渡谷

堤

神船

よ　み

なかのおおくぼ

みずたり

やまなか

ぼうがた

しゅうし

やまのしらいし

しもなかの

ふるえ

おおぜ

かすが

たかごえ

おおいしわき

ししだいいち

ししだいに

ししだいさん

ししだいよん

ねしこだいいち

ねしこだいさん

いいらだいいち

いいらだいに

ひもさしだいいち

ひもさしだいに

ひもさしだいさん

ひもさしだいよん

へごのはら

ふかがわ

むかえひもさし

きがつだいいち

きがつだいに

きがつだいさん

きがつだいよん

おおかわら

あかまつ

くさづみ

こば

かんどり

ほうきだいいち

ほうきだいに

ほうきだいさん

ほうきだいよん

かみなかつら

しもなかつら

しきさ

いとや

つつみ

しぶね

よ　み

まつもと よしのり

たくしま せいごう

しらいし ふみたか

やまの はるお

こうだ まさと

やまの まさはる

まつもと せいじ

まつもと よしのり

とくなが しんいち

あやか まこと

かもがわ えいじ

もりさき よしたか

まえがしら はるお

はまだ とみお

しおや えいじ

つじ くらゆき

まつやま いねとし

やまだ しょうじ

たけだ くまお

かわぶち けんぞう

まえかわ ともこ

かわぶち きょうこ

はやしだ はつえ

ひろた あきこ

まえかわ いちろう

ながた じゅんこ

ふじた かずよし

ふじた ひろき

いくせ ゆき

こやま よしと

ささき あさみ

おおいし ひろえ

まるやま くみこ

つちだ つやこ

もとやま かつなり

まえだ けいこ

ひらた やよい

かわかみ よしのり

かわかみ かずえ

おがわ ますみ

やまぐち さちよ

ひさた たかこ

まつもと ちえみ

しもかわ みどり

よしむら えつこ

いしばし やすこ

行政区

平戸地区

亀岡

清水川

白浜

稗田

中の崎

下大垣

上大垣

明の川内

高麗町

杉山

大野

木引

赤坂

後平

薄香越

西の久保

梅崎

薄香浦

田原崎

小川

大久保

中の原

幸の浦

田の浦

曲り

潮の浦

神崎

田助浦

田助在

油水

度島浦

度島中部

度島三免

新町

職人町

魚の棚町

木引田町

築地町

宮の町

浦の町

崎方町

大山

川内在

川内浦

よ　み

かめおか

しみずがわ

しらはま

ひえだ

なかのさき

しもおおがき

かみおおがき

あけのかわち

こうらいまち

すぎやま

おおの

こひき

あかさか

うしろびら

うすかごえ

にしのくぼ

うめざき

うすかうら

たわらざき

こがわ

おおくぼ

なかのばる

こうのうら

たのうら

まがり

しおのうら

こうざき

たすけうら

たすけざい

あぶらみず

たくしまうら

たくしまちゅうぶ

たくしまさんめん

しんまち

しょくにんちょう

うおのたなちょう

きひきだちょう

つきじちょう

みやのちょう

うらのちょう

さきがたちょう

おおやま

かわちざい

かわちうら

よ　み

つるた しげる

おかむら ひさえ

うめたに さぶろう

なや まきこ

たなか さよこ

ながた こうじろう

おだ ひでこ

いしばし のぶこ

のむら あきこ

きむら こういち

にし きょうこ

もとやま みつこ

きたむら せいいち

まえだ きみえ

たかもと けんじ

ふるかわ さなえ

さだかた たつみ

くぼた ゆきお

ひろた しんじ

きりえ ひろし

かどや たさお

うの みきえ

ぎんよしや いつこ

うおたに てるみ

こうや とみこ

やました よしのり

ふじはら けんいち

よこやま ひさいち

まさき やすひこ

おおたに つねこ

もり としこ

かわさき ゆみ

すきざき みどり

たていし でんたろう

にしむら てるみ

よしだ りょうぞう

きだ さちこ

むらやま ひさや

なかむら きよこ

まちだ のりこ

いちかわ つぎお

いしばし としえ

まつもと ひろし

たかおか はるか

平成26年度　健康づくり推進員名簿 （敬称略）

松本　義規

度島　正剛

白石　文　

山野　美雄

神田　征人

山野　政晴

松本　　二

松本　美則

徳永　新市

綾香　信

鴨川　英二

森崎　𠮷隆
前頭　治夫

濵田　富美夫

塩谷　英治

辻　倉幸

松山　稻敏

山田　正冶

竹田　熊夫

川渕　賢三

前川　智子

川渕　京子

林田　はつえ

廣田　秋子

前川　一郎

永田　順子

藤田　一吉

藤田　弘樹

幾世　由紀

小山　義人

佐々木　麻美

大石　弘枝

丸山　久美子

土田　ツヤ子

本山　勝成

前田　敬子

平田　彌生

川上　義則

川上　和枝

小川　益見

山口　幸代

久田　孝子

松本　チヱミ

下川　美登里

吉村　エツ子

石橋　康子

行政区

津吉中央

津吉元

中山

鮎川

田代

神上

前津吉浜

前津吉浦

船木

早福

大志々伎

志々伎浦

志々伎岡

志々伎肥

船越

野子

宮の浦

高島

生月地区

御崎

壱部

堺目

元触

浦北

浦南

山田

舘浦浜

舘浦屋敷

舘浦潮見

よ　み

つよしちゅうおう

つよしもと

なかやま

あゆかわ

たしろ

かみあげ

まえつよしはま

まえつよしうら

ふなぎ

はいふく

おおしじき

しじきうら

しじきおか

しじきこえ

ふなこし

のこ

みやのうら

たかしま

みさき

いちぶ

さかいめ

もとふれ

うらきた

うらみなみ

やまだ

たちうらはま

たちうらやしき

たちうらしおみ

よ　み

はしぐち えつこ

あおさき みちる

ふくだ ひろこ

みやざき ゆきこ

みやもと みちお

まつもと まさのり

はらだ しげこ

あおさき みつくに

はるもと ちえみ

たていし てるよ

ふくい さちよ

まつなが かずこ

しばやま みどり

ひらまつ みきこ

たなか ゆみこ

さわい けいこ

にしむら すえこ

まつなが ちかこ

うちやま はまこ

たかだ まつこ

たけした さつき

たにもと すみよ

いなだ ゆみこ

かわむら ようこ

うちやま みつえ

しらかわ きよみ

おおかわ たかこ　

はまさき みつこ

おおかわ かずえ

いしまる よしこ

ふなばら ひろこ

こうだ さちよ

しらいし きみえ

はやし よしこ

にしざわ とねこ

まなべ けいこ

おおはた さちこ

しらはま みゆき

行政区

田平地区

日の浦

野田

永久保

大崎

釜田

大久保

山内

平戸口

永田

坊田

小手田

米の内

東荻田

西荻田

南荻田

下寺

生向

外目

以善

万場

田代

古梶

深月

下里

上里

岳崎

福崎

小崎

上亀

下亀

大島地区

西神浦

東神浦

前平

西宇戸

大根坂

的山浦

的山在

よ　み

ひのうら

のだ

ながくぼ

おおさき

かまた

おおくぼ

やまのうち

ひらどぐち

ながた

ぼうだ

こてだ

こめのうち

ひがしおぎた

にしおぎた

みなみおぎた

しもでら

いけむこ

そとめ

いよし

まんば

たしろ

ふるかじ

ふかつき

しもざと

かみざと

たけざき

ふくざき

こざき

かみがめ

しもがめ

にしこうのうら

ひがしこうのうら

まえびら

にしうど

おおねざか

あづちうら

あづちざい

よ　み

にしじま たいこ

しばやま すまこ

くじゅうろ のぶこ

いなざわ より

まつもと かよこ

おおいし りつこ

さかぐち あけみ

まきの まゆみ

さかもと ようこ

いなざわ きょうこ

くろき かねよ

まつなが さおり

そうだ ひろこ

おざき みつこ

こんどう すえの

なかむら まちこ

かわじり ようこ

はまさき りつこ

ともなが かやの

きたがわ むつこ

ふくい まさこ

すぎやま みちこ

やまさき たかこ

しらいし けいこ

どい あきこ

はやし けいこ

たかだ せつよ

ながた めりこ

かわはら けいこ

うの くみこ

ながた いくろう

ひらまつ やすのり

すえよし ただお

やまむら しげみ

しらいし たけみ

いわみ せいいち

ひらまつ しげゆき

橋口　悦子

青﨑　みちる

福田　洋子

宮崎　幸子

宮本　路夫

松元　正德

原田　榮子

青﨑　光國

春本　千枝美

立石　輝代

福井　幸代

松永　和子

柴山　みどり

平松　美貴子

田中　由美子

澤井　敬子

西村　末子

松永　ちか子

　　　　　　内山　ハマ子

　　　　　　髙田　マツ子

　　　　　　岳下　サツキ

　　　　　　谷本　須美代

　　　　　　稲田　由美子

　　　　　川村　洋子

　　　　　　内山　ミツヱ

　　　　　白川　清美

　　　　　大川　　子

　　　　　　濵﨑　美津子

　　　　　大川　一惠

　　　　　石丸　至子

　　　　　舩　　博子

　　　　　神田　幸代

　　　　　白石　君江

　　　　林　佳子

　　　　　　西澤　とね子

　　　　　眞辺　慶子

　　　　　大畑　祥子

　　　　　　白浜　みゆき

西島　泰子

柴山　壽眞子

久住呂　之子

稲澤　ヨリ

松本　香代子

大石　律子

坂口　朱美

牧野　まゆみ

坂本　陽子

稲澤　京子

黒木　兼代

松永　さおり

早田　博子

尾崎　光子

近藤　末野

中村　真知子

川尻　洋子

濱﨑　律子

友永　かやの

北川　睦子

福井　雅子

杉山　美智子

山﨑　孝子

白石　惠子

土肥　明子

林　恵子

高田　せつ代

長田　米里子

川原　恵子

宇野　久美子

永田　郁郎

平松　康則

末吉　唯雄

山村　茂巳

白石　武見

石見　清一

平松　重幸

平成２６年度　平戸市健康づくり推進員

　健康づくり推進員は、行政と住民のパイプ役となり、地域の健康づくり推進のリーダーとして、

特定健診やがん検診の受診勧奨を中心に活動し、主に地区集会でのお知らせや、自宅への訪問・

電話などを行なっています。平成26年度は下記の165人で活動します。健康づくり推進員の活

動にご理解とご協力をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■お問い合わせ　保健センター　☎57-0977



春の叙勲・褒章春の叙勲・褒章

広報ひらど 平成26年6月号 14Hirado City Public Relations,2014.615

平戸市立
田平北小学校

読み聞かせの会
　  「紙風船」

受章
　地方自治や教育などの分野での長年にわたる功労や社会貢献をたたえる、平成26年春の叙勲および褒章
が4月29日に発令されました。また、日々の努力が実を結び表彰された各種被表彰者をご紹介します。

鳥山　泰隆　 塚本　圀治さんさん

文
部
科
学
大
臣
表
彰

平
成
26
年
度
子
ど
も
の
読
書

活
動
優
秀
実
践
校
・
団
体

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員

保育所や小学校、
老健施設などに
出向き、「１人で
も多くの人に絵
本との出会いを
させてあげたい」
との思いで、絵
本から人間の心
を育てるという
信念のもと活動
を続けています。

おめでとうございます

吉野キヌヱ さん

現　保護司

藍
綬
褒
章

更
生
保
護
功
績

「
周
り
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
こ

れ
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
」

　　

平
成
3
年
５
月
か
ら
現
在
ま
で

の
長
き
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し

て
主
に
犯
罪
を
犯
し
た
保
護
観
察

対
象
者
と
面
接
し
て
、
社
会
復
帰

で
き
る
よ
う
に
支
援
さ
れ
て
い
ま

す
。
吉
野
さ
ん
は
、「
相
手
の
気
持

ち
に
な
り
、
そ
の
人
の
目
線
で
話

を
し
、
お
互
い
が
一
緒
に
頑
張
っ

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
を
常
に
考

え
て
い
ま
す
。
人
の
お
世
話
を
で

き
る
こ
と
が
光
栄
で
、
こ
の
仕
事

に
就
い
た
こ
と
を
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。　

藍
綬
褒
章

平野　賢治 さん

現　藤友工業（株）

瑞
宝
単
光
章

専
門
工
事
業
務
功
労

「
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
て
良
か
っ
た
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
喜
び
で
す
」

　　

昭
和
51
年
か
ら
現
在
ま
で
の
長

き
に
わ
た
り
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
一

筋
に
勤
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
全

国
各
地
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
携
り
、

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
工
事
業

界
に
広
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
九
州
新
幹
線「
鹿
児
島

ル
ー
ト
」や
、
市
道
堤
線
の
ト
ン
ネ

ル
工
事
な
ど
を
施
工
さ
れ
ま
し
た
。

「
大
変
な
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
最

後
の
貫
通
し
た
と
き
に
入
っ
て
く

る
風
を
感
じ
た
と
き
は
、
何
事
に

も
変
え
が
た
い
感
動
を
覚
え
ま
す
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

川上　功 さん

元　公立小学校校長

瑞
宝
双
光
章

教
育
功
労

「
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で

す
」

　　

昭
和
25
年
４
月
か
ら
30
年
間
の

長
き
に
わ
た
り
、
公
立
小
学
校
校

長
な
ど
を
歴
任
し
、
学
校
教
育
の

振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
在
職

中
は
、
大
島
小
学
校
の
教
育
に
大

半
を
さ
さ
げ
、
離
島
・
へ
き
地
の

教
育
に
熱
心
に
取
り
組
み
、「
島
の

子
は
島
全
体
で
育
て
る
」と
い
う
独

特
の
風
土
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

退
職
後
は
、
大
島
村
で
教
育
委
員

や
自
治
会
区
長
、
小
学
校
の
評
議

員
な
ど
を
歴
任
し
、
大
島
村
の
発

展
・
教
育
の
振
興
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

山口　幸代 さん

現　中津良保育所所長

瑞
宝
単
光
章

児
童
福
祉
功
労

「
子
ど
も
た
ち
が
大
好
き
で
、
こ
の

仕
事
に
携
わ
れ
て
幸
せ
で
す
」

　　

昭
和
48
年
４
月
か
ら
現
在
ま
で

の
長
き
に
わ
た
り
、
保
育
所
の
現

場
に
従
事
し
、
平
成
15
年
か
ら
は

保
育
所
所
長
と
し
て
、
児
童
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
育
所
で
は
、
延
長
保
育
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
障
害
児
や
低
学

年
の
受
け
入
れ
、
一
時
保
育
の
実

施
な
ど
、
保
育
環
境
の
充
実
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
こ

れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ま

方
に
恩
返
し
す
る
気
持
ち
で
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」と
さ
ら
な

る
意
欲
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

大畑　貞夫 さん

元　生月町議会議員

地
方
自
治
功
労

「
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
・
ご
支

援
に
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
」　

　　

昭
和
54
年
４
月
の
生
月
町
議
会

議
員
当
選
以
来
、
平
成
17
年
９
月

ま
で
の
７
期
に
わ
た
り
生
月
町
の

振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
在
任

中
は
、
各
種
委
員
長
や
副
議
長
を

歴
任
し
、
生
月
町
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。「
水
産
業
を

中
心
と
す
る
基
幹
産
業
の
繁
栄
、

教
育
文
化
の
振
興
と
地
域
の
発
展

を
願
い
、
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
地
域

振
興
の
た
め
に
活
動
し
て
い
き
ま

す
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章

（生月町）

（生月町）

（生月町）

（生月町） （田平町）

（田平町）

おおはた　　   さだお　

（猪渡谷町）

（上中津良町）

（大島村）

 かわかみ　　いさお　

やまぐち　　   さちよ　

 ひらの　　      けんじ　

 よしの　

とりやま　　やすたか　 つかもと　　くにはる　

代表　神田　紀子さん

「１年間に全校児
童で３万冊以上
の本を読む」と目
標をたて、毎朝
読書活動を続け
ています。また、
週１回読書ボラ
ンティアの人た
ちによる読み聞
かせを聞いてい
ます。

平成6年から平成
25年11月まで民
生委員を務めら
れました。任期
中は、「子どもを
守るのは大人の
責任」との強い思
いで、地域の子
どもたちの成長
を見守ってきま
した。

平成４年から平
成25年11月まで
民生委員を務め
られました。生
月町の支部会長
を5期務めるなど
活動されました。
「皆さまから信頼
されやってこれ
ました」と話され
ていました。

校長　吉田　忠 先生
 よしだ　　  ただし　 こうだ　　  　みちこ　



田平町中央公民館図書室 ☎57‐0207

大島村公民館図書室 ☎55‐2985

南部公民館図書室 ☎27‐0047

生月支所図書室 ☎53‐2111

このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

～図書館からのお知らせ～ 平戸・永田記念図書館開館時間：午前10時～午後6時（金曜日午前10時～午後7時）
と

こ ろと
き

たびら春まつり
たびら春まつり
たびら春まつり

Hirado City Public Relations,2014.621

　４月・５月に開催された市内の春のイベント「獅子よかもん市～春まつり～」、「たびら春まつり」、「平戸海道
渡海人まつり」に、がんばくん＆らんばちゃんが登場し、長崎がんばらんば国体2014の開催をＰＲしました。
　がんばくんとらんばちゃんは、どこに行っても大人気！たくさんの人が応援してくれました。

獅子よかも
ん市

獅子よかも
ん市

獅子よかも
ん市

　昨年の東京国体軟式野球競技会で準優勝した長
崎県選抜チームが、中学野球部員を指導します。
全国トップレベルの指導を受ける貴重な機会です。
　一般の人は、スタンドから見学できますので、
ぜひ、ご来場ください。
　　　　　  ６月８日（日）　午前９時～
　　　　　  赤坂野球場

　観覧を希望する人は、長崎がんばらんば国体・
大会2014のホームページまたは国体平戸市実行
委員会事務局に備え付けの応募用紙でご応募くだ
さい。（ＵＲＬ：https://www.ganbaranba.net/） 
申込期限　６月30日（月）当日消印有効
開・閉会式会場　県立総合運動公園
※詳しくは上記ホームページをご覧ください。　

　５月25日、県内各地で「第14回長崎県障害者
スポーツ大会（兼第14回全国障害者スポーツ大会
リハーサル大会）」が開催されました。
　本市からは４競技（陸上、卓球・サウンドテー
ブルテニス、ユニカール、フライングディスク）に
51人が参加。
　５月19日に市役所本庁で結団式が行われ、愛
の園保育所の園児の皆さんから、選手の皆さんに
激励のメッセージが送られたほか、かわいらしい
応援ダンスの披露もありました。

平戸海道渡海
人まつり

平戸海道渡海
人まつり

平戸海道渡海
人まつり

■おはなし会／毎週土曜日　 午後２時～
■赤ちゃんおはなし会／ 11日　 午前10時30分～
　　　　　　　　　　　北部公民館和室大

■図書館ホームページ■
インターネットを使って図書館の情報を

見ることができます。
URL http://www.hirado-libraries.jp/

著／宮本　輝
出版社／新潮社
出版年／２０１４.４月

編／村岡恵理
出版社／新潮社
出版年／２０１４.３月

著／結城　聡
出版社／成美堂出版
出版年／２０１４.６月

文／中西　翠、絵／山本　孝
出版社／アリス館
出版年／２０１４.４月

作／五味太郎
出版社／絵本館
出版年／２０１４.４月

著／工藤ノリ子、出版社／佼成出版社
出版年／２０１４.４月

■おはなし会／毎週土曜日　午後２時～
　　　　　　　ふれあいセンター児童室

平戸図書館 ☎22‐4017

●６月の主なもよおし●

永田記念図書館 ☎28‐0128

●６月の主なもよおし●

◎休館日／３日　、10日　、17日　、24日　、29日

水

火 火 日火火 ◎休館日／３日　、10日　、17日　、24日　、29日火 火 日火火

平 永 南 生 田
大

平

　昭和36年、戦後復興が進み高度成
長期と呼ばれた時代。65歳目前の熊
吾は、中古車販売業を軌道に乗せ、
一家の未来は確かに拓きかけていた。
彼がかつての恋人・博美と再会する
までは･･･。執筆三十余年、父と子の
大河小説「流転の海」第７部です。

　貧しい家に生まれた少女は、華族
の娘が学ぶ女学校で猛勉強の末、英
語を習得。「赤毛のアン」の名翻訳は、
今なお日本中のファンを魅了し続け
ます。夢と想像力で時代を駆け抜けた、
NHK連続テレビ小説「花子とアン」の
主人公・村岡花子の生涯です。

　囲碁上達のコツは、正しい手筋を
身につけること。碁は序盤も中盤も、
大筋の方向性を間違えないことが大
切です。効果的に手筋を打つポイン
トを詳しく解説したこの本を片手に、
お父さんと一局いかが。父の日のす
てきなプレゼントになりますね。

『満月の道』

『花子とアンへの道』

　歯が痛くなったこうた。こうたが
鏡の前で口を開けると、なんと、歯
から葉っぱが出ていた。一体何の
葉っぱなのでしょうか。こうたはそ
の葉っぱを育ててみることに。する
と、少しずつ葉っぱが増えてきて…。
最後まで目が離せない１冊です。

『はのはのはなし』

　さるがのんびりラジオを聴いてい
ると、２ひきのこざるがやってきま
した。さるはあわてて家の外へ飛び
出します。親子代々にわたって人気
の「さる・るるる」シリーズ。「る」で
終わる動詞だけで展開する、リズム
感あふれる絵本です。

『さる・るるる・る』

　初めてのキャンプにドキドキワク
ワクのピヨピヨ一家。ピヨピヨたち
は、森でキノコを夢中で拾っている
うちに迷子になってしまいます。ピ
ヨピヨたちを見つけてくれたのは、
キャンプに来ていたもうひと組の一
家でした。子どもたちに大人気。ピ
ヨピヨシリーズ第５弾です。

『ピヨピヨはじめてのキャンプ』

生

南

大

永

永田

平 田

『囲碁結城聡の手筋入門』

広報ひらど 平成26年６月号 16

６月は１日　・８日　・１５日　・２２日　・２８日

　貸し出し中の本は、予約・リクエストができます。調
べもの、資料探しなどのレファレンスサービスも行なっ
ています。ご利用ください。　

日 日 日 日

赤ちゃんおはなし会／ 11日　 午前10時30分～
　　　　　　　　　北部公民館和室大

６月は１日　・８８日　・１５日　日 ・２２日　・２８日

貸し出し中の本は、予約・リクエストができます。
べもの、資料探しなどのレファレンスサービスも行な

毎週新着本を出します！毎週新着本を出します！毎週新着本を出します！

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月支所図書室　　：田平町中央公民館図書室
　　：大島村公民館図書室　

土



国際交流員
レムコ－・フロライク

広報ひらど 平成26年6月号 22Hirado City Public Relations,2014.623

健康・福祉いきいき通信

健康・福祉

いきいき通信
　歯と口の健康は、自分の歯でしっかりと噛めることで、これにより充実した食生活を
送ることができます。また、よく噛むことで脳への血流が増え、脳神経細胞の働きが活
発になり学力向上や認知症予防にもつながります。歯を失うと噛む機能や言葉の発声を
正しくする機能が低下し、最終的に生活の質にさまざまな影響を与えます。歯は、身体
的な健康だけでなく、精神的な健康にも大きく関わっているのです。従来から、全ての
国民が生涯にわたって自分の歯を20本以上残すことをスローガンとした「８０２０（ハ
チマルニイマル）運動」が展開されていますが、歯を失う主な原因は、むし歯と歯周病です。
生涯にわたる歯と口の健康のためには、これらの予防が重要です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　■お問い合わせ　保健センター　☎57-0977

　下の表の通り、本市の３歳児のむし歯の本数は、全国や県と比較しても非常に多いまま数年来経過しています。

全 国

長崎県

平戸市

平成22年度

0.80本

1.28本

1.39本

平成23年度

0.74本

1.23本

1.54本

平成25年度

未発表

未発表

1.40本

平成24年度

0.68本

1.08本

1.66本

平成21年度

0.87本

1.35本

1.75本

　市では、歯科医師会の指導の
下、１歳半～３歳児を対象とし
たフッ化物塗布事業に取り組んで
います。また、市内の保育所、
幼稚園、小学校においては、フッ
化物洗口事業に取り組んでいます。

　現在は、成人の約８割が歯周疾患にかかり歯を失う大きな原因となっています。
　歯周疾患の早めの発見と治療のため、歯周疾患検診を定期的に受診しましょう。

　市では、平成26年度に40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳、70歳に

なる人を対象に、自己負担額500円で歯周疾患検診を実施しています。
　対象となる人には、通知書を送付していますので、この機会にぜひ歯周疾患検診を受診しましょう。
※歯周疾患検診は、上記期間内に指定医療機関で受診してください。指定医療機関一覧は通知書に同封しています。

■オランダの人権

　5月16日、天気は晴れ、西風です。平戸オランダ商館は1609年にオランダの「東インド会社」によって

設立されました。オランダ東インド会社は世界初の株式会社だと言われています。昔からオランダ人は

色々な課題に対して、論理的に話し合って解決方法を考えていく民族だと言われています。近代では、社

会における課題に関してオランダが新しい取り組みを推進して、人権の最先端の国とも言われています。

文化や宗教によって人権に対しての考え方が違いますので、賛成できない人もたくさんいます。ここで、

オランダの人権の取り組みを２つ紹介します。

　1つ目は、積極的安楽死です。オランダでは1980年代から取り組まれていて、厳しい条件はありますが、

世界で初めて2002年に法律で認められました。もう1つは、最近アメリカでも話題に

なっている同性結婚です。オランダでは2001年に世界で初めて、異性結婚とまった

く同じ婚姻制度を、同性結婚にも採用し法制化されました。首都のアムステルダム

では毎年8月にゲイ・パレードが行われ、50万人の観客が集まります。

　オランダ文化を紹介している平戸オランダ商館では９月14日から10月

31日までにゲイとレズビアンの展示会を開きますので、オランダと日本

の現状を知りたい人はぜひご来場ください。

訪
問
販
売
と
電
話
勧
誘
販
売
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル

　
□
訪
問
販
売
で
の
ト
ラ
ブ
ル

　

近
年
都
市
部
で
の
訪
問
販
売
は
減
っ

た
も
の
の
、
地
方
で
は
い
ま
だ
に
訪
問

販
売
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
市
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
の
特
徴

は
、契
約
後
、長
期
間
経
過
し
て
い
た
り
、

本
人
か
ら
で
は
な
く
家
族
や
知
人
か
ら

の
申
し
出
が
多
く
、
こ
れ
は
１
人
暮
ら

し
の
人
や
近
く
に
相
談
で
き
る
人
が
い

な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

■
最
近
の
事
例

　

●
知
ら
な
い
業
者
が
勝
手
に
家
の
中

　
　

に
入
っ
て
き
て
、
最
終
的
に
高
額

　
　

な
布
団
の
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
。

　

●
販
売
員
が
、
以
前
注
文
し
た
商
品

　
　

を
届
け
に
来
た
と
言
っ
て
訪
ね
て

　
　

き
た
。

　

●
独
居
の
母
の
家
に
、
見
た
こ
と
も

　
　

な
い
薬
の
よ
う
な
も
の
が
大
量
に

　
　

置
い
て
あ
り
、
ほ
ぼ
未
開
封
で
あ

　
　

っ
た
。

※

近
年
、
悪
質
な
事
業
者
は
、
一
定
期

　

間
の
販
売
の
あ
と
所
在
不
明
に
な
り
、

　

解
決
困
難
な
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
電
話
勧
誘
販
売
で
の
ト
ラ
ブ
ル

　

最
近
、
電
話
勧
誘
に
よ
る
詐
欺
ま
が

い
の
取
引
の
勧
誘
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

■
最
近
の
事
例

　

●「
○
○
○
」と
大
手
家
具
メ
ー
カ

　
　

ー
の
名
前
で「
近
々
倒
産
す
る
。

　
　

自
分
た
ち
が
買
い
取
る
の
で
出
資

　
　

し
な
い
か
。」と
い
う
電
話
が
突

　
　

然
か
か
っ
た
。
後
日
確
認
す
る
と
、

　
　

デ
タ
ラ
メ
の
情
報
だ
っ
た
。

　

●「
○
○
証
券
」と
大
手
証
券
会
社

　
　

を
名
乗
り
優
良
企
業
の
株
を
購
入

　
　

し
な
い
か
と
電
話
が
あ
っ
た
。
実

　
　

際
の
証
券
会
社
に
確
認
す
る
と
、

　
　

そ
の
よ
う
な
勧
誘
は
一
切
行
な
っ

　
　

て
い
な
い
と
言
わ
れ
た
。

※

最
近
で
は
、
大
手
企
業
を
か
た
っ
て

　

の
勧
誘
が
増
え
て
お
り
、
聞
き
慣
れ

　

た
企
業
や
商
品
名
を
聞
く
と
信
用
し

　

が
ち
で
す
。
事
例
に
似
た
電
話
が
か

　

か
っ
た
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

　

ー
へ
連
絡
す
る
な
ど
し
て
、
も
う
一

　

度
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ち
ら
は「
市
民
総
合
相
談
室
」

　カピタンの日記とは・・・

「400年前には平戸オランダ商館のカピタン

が日記を書きましたので、それを再現し、

カピタンから見た平戸やオランダの文化の

違いや説明をこのコーナーで提供します。」

▼消費生活相談・市民相談・行政相談についてのお問い合わせ　市民課市民総合相談室（☎内線2530）

市
民
総
合
相
談
室
の
コ
ラ
ム
を
お
届
け
し
ま
す



家族と一緒
の時間が一番
癒されます

気軽に
写真ば撮って
送ってね

例

　市民の皆さんからの「子育て」に関する情報を紹介しま
す。「親子で楽しめるイベント」や「講座の案内」などを、
広報ひらど編集室までお寄せください。
※掲載できる枠に限りがあります。お寄せいただいた情報
　は必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
【あて先】　〒859-5192　広報ひらど「おひさま」コーナー
Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp　FAX　22-5178

子育て情報をお寄せください
■Ｅメールで投稿
　kouhou@city.hirado.lg.jp
　宛にメールを送信。

■郵便で投稿
　〒859-5192（住所不要）
　平戸市役所  広報ひらど
　「写メってみんね。」係
　※プリント写真は「Ｌサ
　　イズ」または「はがきサ
　　イズ」でお送りくださ
　　い

☆まちの話題！Photoコーナー

　    　 ５月12日～ 14日まで、英国家庭医
のセヘル・アームドさんが平戸市民病
院で訪問看護などを通して、地域医療
の現状について学びました。14日に
は、寺田副市長を表敬訪問し、イギリ
スと日本の医療について話をしました。

　 市内から携帯電話が使えない地区
をなくすため、市から携帯電話各社に
要望をし、ＮＴＴドコモの自主事業で
高島地区が通話可能となりました。通
話エリアなど、詳しくはＮＴＴドコモ
のホームページで確認してください。

▼ ▼

英国家庭医が平戸市民病院で研修 携帯電話の通話エリア拡大！

皆さんからの情報皆さんからの情報を
お待ちしています！お待ちしています！
皆さんからの情報を
お待ちしています！

このコーナーは、広報ひらどの読者の皆さん
とつくるページです。「写メってみんね。」の
投稿写真は、こちらで紹介します。
広報ひらどへの感想や、身近な出来事などの
声もお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民のひろば
Ci t i z e n ’ｓ　P l a z a
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　あなたが撮った写真を広報紙に。
　読者の皆さんが撮った写真を紹介するコーナー「写
メってみんね。 」では、毎回テーマを決めて、それに
まつわる写真を投稿していただきます。投稿は簡単。
カメラや携帯電話、スマートフォンで撮影した写真を、
広報ひらど編集室に送るだけ。メールや郵便でお気軽
にお送りください。投稿をお待ちしています。

　「おひさま」は、平戸で子育てするパパやママを
応援するコーナーです。このコーナーでは、育児に
役立つ情報を提供します。また、親子で遊べる場所
や、親子で参加できる講座など、市民の皆さんから
お寄せいただいた情報もお知らせします。

　子育て支援の専任
保育士が常時従事し、
ママたちの悩みや不
安などの相談に応じ
ます。３Ｂ体操や手
芸教室など、ママが
リフレッシュできる活動も随時企画しています。
○と　き　月曜日～金曜日　午前10時～午後３時
○ところ　愛の園保育所（ただし、金曜日のみ吉沢ビル）
○対　象　生後２カ月～就学前の児童
○内　容　ママ友づくり、ママ同士の情報交換、子
　育て情報の提供、子育て相談、子育て講座、季節
　の園行事に参加、読み聞かせ、体験活動、親子遊び
○利用料　無料（ただし、活動に伴う実費負担あり）
○お問い合わせ　愛の園保育所　☎22-2244

投稿する写真を忘れずに添付して、
○投稿者の氏名（ふりがな）年齢・性別
○投稿者の住所
○ペンネーム
○写真のタイトル
○写真の説明（40文字程度）
を記入して、Eメールか郵便でお送りください

写メってみんね。
子育て応援コーナー

おひさま

▼

投稿締切は

６月15日
日

写メってみんね。５月のお題は「５月といえば」でした
今月のお題

「癒し」
　皆さんは、どんなことやどんなものに「癒し」を感じます
か。大好きなことをしているときやおいしいものを食べて
いるときなど、皆さんの「癒し」をお待ちしています。

ＰＮ  かしわの達人（30代女性）
タイトル  こどもの日はこれでしょ！
▲５月といえばこどもの日。
今年も張り切って子どもたちの
ためにかしわ餅を作りました。
おいしいと言っていっぱい食べ
てくれてうれしかったです。

【編集室より】５月といえば田植え
のシーズンですね。５月19日、
水垂町の人から、「今、昔ながら
の手作業で田植えを行なっている
人たちがいますよ！」という情報を
いただき、早速水垂町に行ってみ
ました。そこでは４人のマダムが、
「最近はこがんことはめったにせん
とよ～！」と大粒の汗をかきながら
仲良く苗を植えていました。

【編集室より】おいしそうなかしわ餅です
ね。お店のかしわ餅もおいしいですけ
ど、愛情たっぷりの手作りかしわ餅が子
どもたちにとっても一番ですね。

ＰＮ  陽涼パパママ（20代女性）
タイトル  こどもの日

▲菖蒲湯につからせました!!丈夫
に健やかに成長しますように☆

【編集室より】お子さん健やかな成長を
願う愛情たっぷりの写真ですね！元気に
すくすく育ちますように\(^o^)/

▲４月26・29日、市総合運動公園ライフカントリーで行われた「第25回前川▲４月26・29日、市総合運動公園ライフカントリーで行われた「第25回前川
杯少年サッカー大会」からの一コマ。大会後に開かれたサッカー教室では、前杯少年サッカー大会」からの一コマ。大会後に開かれたサッカー教室では、前
川さんから直接指導を受けることができ、子どもたちも大喜びの様子でした。川さんから直接指導を受けることができ、子どもたちも大喜びの様子でした。

▲４月26・29日、市総合運動公園ライフカントリーで行われた「第25回前川
杯少年サッカー大会」からの一コマ。大会後に開かれたサッカー教室では、前
川さんから直接指導を受けることができ、子どもたちも大喜びの様子でした。

一
緒
に
あ
そ
ぼ
〜

一
緒
に
あ
そ
ぼ
〜

一
緒
に
あ
そ
ぼ
〜

２連覇達成「目指すは全国優勝！」
　５月３日、佐々町町民体育館において、第30回長崎県少年少
女空手道選手権大会が開催され、山田小学校２年の破戸崚佑さん
（武當館山田）が個人２年生男子形の部で優勝しました。昨年も優
勝しており、見事２連覇となります。組手の部でも２位に入りま
した。破戸さんは８月に東京で開催される全国少年少女空手道選
手権大会に出場が決まっており、「去年は５位だったので、今年
は全国優勝を目指します。」と抱負を語っていました。



▲こちらのＱＲコードからも投稿できます。

投稿締切は
6月15日

７月
生まれ
募集中

Happy Birthday

　私たち「生月町玄関口活性化協議会」は、地方経済が低

迷し、活力が失われつつあることから、生月町の玄関口

にある、「ふれあい広場」、「道の駅『生月大橋』」、「博物館『島

の館』」の３施設が中心となり、平成25年７月に設立し、

地域の宝に磨きをかけ、観光客を呼び込み、生月町の活

性化につなげたいとの思いで活動しています。現在は、

毎月１回、まき網漁船団が休漁になる日曜日に「いきつき

日曜白月市」を開催し、生月町の新鮮な魚や野菜、地元で

しか食べられていない水産加工品などを、観光客の皆さ

んに安く提供しています。このイベントが定着し、観光

客を呼び込むきっかけになれ

ばと思っています。私たちは、

小さな団体ではありますが、

これからも生月町が元気で、

活気あふれる魅力的な町にな

るように一生懸命頑張ってい

きます。

■■活動ＤＡＴＡ■■

活 動 日／不定期　　　　　

活動場所／生月町内

連 絡 先／☎53-1515（舘浦漁協内）

会 員 数／ 20人

代　　表／鴨川　周二さん（生月町）

■■活動ＤＡＴＡ■■

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？募集しています

「平戸絵手紙教室」「ここは、本当にほっとする場所です」

「生月町玄関口活性化協議会」  「生月町の活性化のために！」
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Happy BirthdayHappy BirthdayHappy Birthday

Happy Birthday

投稿方法　写真、お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、投稿者氏名、住所、電
　　　　　話番号、メッセージを添えて、郵便またはＥメールでお送りください。
あて先　〒859-5192　広報ひらどHappy Birthdayコーナー
　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp

発行月に誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。
おめでとうメッセージ付きの掲載は先着３ 人まで。発行月前の15日までにお送りください。

※メール送信の際は、件名に必ず「７月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

　皆さんこんにちは。私たち「平戸絵手紙教室」は、月に

１回集まり、ほのぼのとした雰囲気の中、おしゃべりし

ながらみんなで楽しく絵手紙を描いています。絵の魅力は、

写真では表せない自分の思いや思い出を表現できること。

教室で絵を描くときは、個性を大切にして自由に描いて

います。また、12年以上続けている絵手紙教室会員通信（月

１回発行）は、毎月当番を決めて、その人の作品やコメン

トなどを掲載しているんですが、これには先生からのア

ドバイスももらえてとても勉強になっています。

　私たちは、これからも、のんびりと絵を描ける心の余

裕を持って、アットホームな

感じで活動を続けていきたい

と思っています。皆さんも絵

手紙に興味があったら、ぜひ

お越しください。私たちと一

緒に絵手紙を描きながら楽し

い時間を過ごしましょう。

投稿募集！

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して

欲しいなど、掲載を希望する団体は広報ひらど編集室までご連絡ください。

広報ひらど

活 動 日／毎月第２木曜日　午前10時～正午
活動会場／平戸市離島開発総合センター
対 象 者／どなたでもＯＫ
連 絡 先／☎22-2418（北部公民館）
会 員 数／ 15人
参 加 費／ 4,000円（年額）
事 務 局／丹澤　明さん（岩の上町）

パパとママへ。
早めに出してね♪

大久保町

☆エース君、１歳のお誕生日お
めでとう♪これからも、すくす
く元気に育ってね(^-^)       　　
　  　　from 　隆幸さん・  　知世さん

俵屋 瑛守くん
　たわらや　えい  す  

田中 歓汰くん
 た  なか   かん  た

３歳

岩永 安珠ちゃん
いわなが   あんじゅ

３歳 渡口　奏ちゃん
わたりぐち  　そな

４歳

度島町
米田 龍牙くん
よね だ   りゅうが

2歳

父 母 母父

生月町

2歳のお誕生日おめでとう
(*^^*)お兄ちゃんたちと仲良く、
大きくなってね♪    
　　　from 　俊剛さん・　 裕美さん

 もり　　さき は　　　

２歳森　咲葉ちゃん

６月生まれのみなさんお誕生日おめでとうございます。にっこり笑顔の花がたくさん咲きました！　編集室より

１歳

１歳村 來莉愛ちゃん
  むら  　く   れ   あ

母

■■活動ＤＡＴＡ■■

母父

４歳畑原　迅くん
  はたはら      じん

伊藤 優花ちゃん
い  とう   ゆう  か

３歳



平戸市からのお知らせ
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　市では、納税の公平性を確保する観点から、市税の滞納処分として差し押さえた財産（不動産）について、下記のと
おり入札による公売を実施します。

不動産公売を実施します不動産公売を実施します不動産公売を実施します

終　了終　了

■お問い合わせ　税務課総務徴収班　☎内線2542
　

平
戸
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク

を
実
施
し
、
そ
の
検
査
料
金
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

○
受
診
期
間　

９
月
１
日（
月
）〜
11
月
29
日

　
（
土
）

○
実
施
医
療
機
関　

柿
添
病
院
、
北
川
病
院
、

　

く
わ
は
ら
医
院
、
平
戸
市
民
病
院
、
幸
福
堂

　

医
院
、
し
お
ざ
わ
内
科
消
化
器
科
、
青
洲
会

　

病
院
、
谷
川
病
院
、
平
戸
市
立
生
月
病
院

○
検
査
料
お
よ
び
内
容

　

▼
基
本
検
査　

３
，
０
０
０
円　

　
　

眼
底
、
心
電
図
、
腹
部
超
音
波
、
尿
検
査
、

　
　

生
化
学
検
査
、
血
液
一
般
検
査
、
が
ん
検

　
　

診（
胃
・
肺
・
大
腸
）、
診
察
な
ど

　

▼
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査　

　
　

前
立
腺
が
ん　

１
，
５
０
０
円

　
　

乳
が
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１
，
０
０
０
円

　
　

胃
が
ん
リ
ス
ク　

５
０
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円

○
定
員　

50
人　

○
対
象
者　

市
内
に
居
住
し
て
い
る
平
戸
市
国

　

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
う
ち
、
今
年
度

　

45
・
50
・
55
・
60
歳
の
人
で
、
世
帯
主
の
国

　

民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
な
い
人

○
申
込
期
限　

６
月
16
日（
月
）

○
申
込
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
民
課
国
保

　

年
金
班
、
各
支
所
地
域
振
興
課
・
各
出
張
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へ
国
民
健
康
保
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被
保
険
者
証
お
よ
び
印
か

　

ん
を
持
参
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電

　

話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
注
意　

対
象
者
に
は
後
日
、「
利
用
券
」を
交

　

付
し
ま
す
。
募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

　

抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

※

人
間
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す
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場
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別
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行
っ
て
い
る
特
定
健
診
お
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胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
は
受

　
　

診
で
き
ま
せ
ん
。
受
診
し
た
場
合
、
重
複

　
　

受
診
と
な
り
、
受
診
料
の
全
額
が
自
己
負

　
　

担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

古
来
よ
り
あ
る
和
船（
櫓
漕
ぎ
）を
使
い
、

そ
の
速
さ
を
競
う
大
会
で
す
。
生
月
町
内
外
を

問
わ
ず
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
会
終
了
後
に
魚
の
つ
か
み
取
り
と
、

和
船
櫓
漕
ぎ
お
よ
び
乗
船
体
験
も
で
き
ま
す
。

　

詳
細
お
よ
び
参
加
申
込
み
は
、
生
月
支
所
地

域
振
興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

７
月
20
日（
日
）午
前
９
時
開
会

　

式
・
午
前
９
時
30
分
競
技
開
始　

○
と
こ
ろ　

生
月
町
舘
浦
宮
の
下
広
場
・
港
内

　

一
円

○
申
込
期
限　

６
月
12
日（
木
）必
着

○
参
加
費　

１
チ
ー
ム（
定
員
６
〜
８
人
）

　

２
，
０
０
０
円

○
開
催
部
門
・
イ
ベ
ン
ト（
予
定
）

　

・
中
学
生
の
部（
生
月
中
学
校
）

　

・
一
般
の
部

　

・
女
性
の
部

　

・
地
区
対
抗
の
部（
生
月
地
区
の
み
）

　

・
魚
の
つ
か
み
取
り（
無
料
：
中
学
生
以
下

　
　

対
象
）

　

・
和
船
櫓
漕
ぎ
お
よ
び
乗
船
体
験（
無
料
）

　　

地
域
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
シ
ニ
ア
世
代
の
グ
ル
ー
プ
に
対

し
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
助
成
の
対
象
と
な
る
グ
ル
ー
プ　

各
地
区
老

　

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
７
区
域
を
単
位
と
す
る

　

各
地
域
に
在
住
の
人
で
、
構
成
す
る
グ
ル
ー

　

プ
で
、
次
に
掲
げ
る
４
つ
の
項
目
を
全
て
満

　

た
す
も
の
。

　

①
健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
１
つ
以

　
　

上
の
活
動
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
を
目
的

　
　

と
し
た
、
10
人
以
上
で
構
成
す
る
自
主
的

　
　

活
動
グ
ル
ー
プ
。
た
だ
し
、
現
在
老
人
ク

　
　

ラ
ブ
会
員
で
な
い
60
歳
以
上
70
歳
未
満
の

　
　

人
を
５
人
以
上
含
む
こ
と
。

　

②
年
２
回
以
上
老
人
ク
ラ
ブ
の
行
事
に
、
ボ

　
　

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
参
加
す
る
こ
と
。

　

③
原
則
と
し
て
、
将
来
的
に
グ
ル
ー
プ
全
員

　
　

が
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
す
る
こ
と
。

　

④
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
ク
ラ
ブ
で
会
則
を

　
　

定
め
て
活
動
す
る
こ
と
。

○
助
成
金
の
額　

年
間
３
０
，
０
０
０
円
を
上

　

限
に
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
活
動
費
を

　

支
援
。（
年
度
途
中
で
の
実
施
は
、
４
半
期

　

ご
と
に
７
，
５
０
０
円
を
限
度
）

○
募
集
期
間　

随
時

乳幼児への育児用品貸出事業の第２期募集について
○申請方法　印かんと母子健康手帳を持参の上、福祉課子
　育て支援班または各支所地域振興課、各出張所に備え付
　けの申請用紙に必要事項を記入し、申請してください。
○貸出用品と貸出期間（※応募者多数の場合は抽選）
　①ベビーベッド20台　最長１年
　②ベビースケール（体重計）20台　１～３カ月
　③ベビーバス10台　１～３カ月
　④チャイルドシート若干数　最長１年

６月２日（月）～ 13日（金）

市内に住所を有する乳幼児（９月30
日（火）までに出産予定を含む）の保
護者または里帰り先の祖父母など

出産予定日の２週間前より可能

申請期間

対 象 者

貸 出 日
※育児用品の貸し出し・返却は、福祉課子育て支援班
　または各支所地域振興課、各出張所が窓口です。

・問福祉課子育て支援班　☎内線2576申

Invitation



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

募　

集

　
「
平
戸
高
島
サ
バ
イ
バ
ル
塾
」参
加

　

者
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　

申
・
問
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
班

　　
　
　
　
　
　

☎
内
線
５
１
６
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
・
問
平
戸
幼
稚
園

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22

-

２
８
１
０

平
戸
幼
稚
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

　　
　
　
　

申
・
問
観
光
課
内
平
戸
港
夏
ま
つ
り

　　
　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
会
事
務
局

　　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
７
２

平
戸
港
夏
ま
つ
り
メ
モ
リ
ア
ル

花
火
を
募
集
し
ま
す

　

未
然
に
防
ご
う
山
地
災
害

　　
　
　
　
　
　
　

問
農
林
水
産
課
総
務
林
業
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
６
０

　
「
春
の
農
作
業
安
全
運
動
」に
つ
い
て

　　
　
　
　
　
　
　

問
農
林
水
産
課
農
務
畜
産
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
５
５

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
観
光
課
観
光
振
興
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
７
５

市
営
半
元
キ
ャ
ン
プ
場
の
予
約
を

開
始
し
ま
す

　　
　
　
　
　

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

　　
　
　
　
　
　

☎
内
線
５
１
６
５

第
９
回
平
戸
市「
少
年
の
主
張
」

大
会
を
開
催
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　

問
行
革
推
進
課
行
革
推
進
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
５
３

「
市
役
所
窓
口
の
あ
り
方
」と「
公

共
施
設
利
用
状
況
」ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

平
戸
港
夏
ま
つ
り
ス
テ
ー
ジ
出
演

団
体
を
募
集
し
ま
す

　　
　
　
　

申
・
問
観
光
課
内
平
戸
港
夏
ま
つ
り

　　
　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
会
事
務
局

　　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
７
２

○
文
字
数　

20
字
程
度

○
申
込
期
限　

６
月
25
日（
水
）

○
申
込
方
法　

観
光
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

料
金
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
の
入
園
児
を「
随
時
募
集
」し
ま

す○
対
象
者　

４
歳
児（
平
成
22
年
４
月
２
日
以

　

降
に
生
ま
れ
た
幼
児
で
、
誕
生
日
を
迎
え
た

　

日
か
ら
入
園
可
）

○
保
育
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時

○
保
育
料　

６
，
６
０
０
円（
月
額
）

　

※
こ
の
ほ
か
、
給
食
費
、
教
材
費
、
育
友
会
費
、

　
　

絵
本
代
、
ア
ル
バ
ム
積
立
な
ど
、
月
額
６
，

　
　

０
０
０
円
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

○
預
か
り
保
育
時
間　

午
後
２
時
〜
午
後
５
時

　

30
分

○
預
か
り
保
育
料　

１
０
０
円
／
１
時
間　

別

　

途
お
や
つ
代
50
円
／
１
回

○
申
込
方
法　

平
戸
幼
稚
園
ま
た
は
学
校
教
育

　

課
に
備
え
付
け
の
入
園
願
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
、
直
接
平
戸
幼
稚
園
に
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
の「
子
育
て
広
場
エ
レ
ン
・
Ｃ
」に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

平
戸
幼
稚
園
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
幼
稚
園
を
開
放
し
、
未
就
園
児
と
保
護
者

と
の
交
流
の
場
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　　

平
戸
港
夏
ま
つ
り
で
、
ダ
ン
ス
や
合
唱
、
演

奏
な
ど
を
披
露
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

○
出
演
日　

８
月
２
日（
土
）

　

※

荒
天
時
は
３
日（
日
）に
延
期

○
申
込
期
限　

６
月
20
日（
金
）

○
申
込
方
法　

観
光
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
平
戸
港
夏
ま
つ
り
を
８

月
２
日（
土
）に
開
催
し
ま
す
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
飾
る
花
火
で
は
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
読
ん
で
打
ち
上
げ
る「
メ
モ
リ
ア
ル

花
火
」を
予
定
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の
感
謝

の
気
持
ち
や
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
大
切
な

気
持
ち
を
花
火
に
託
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
打
上
玉　

４
号
玉（
花
火
展
開
時
、
直
径
約

　

１
３
０
ｍ
）

○
料　

金　

１
発　

５
，
０
０
０
円

○
募
集
人
数　

10
人（
先
着
順
）

○
対
象
者　

幼
稚
園
や
保
育
所
に
行
っ
て
い
な

　

い
家
庭
保
育
の
幼
児
と
保
護
者

○
内　

容　

月
２
回
ほ
ど
、
木
曜
日
を
中
心
に

　

多
様
な
体
験
活
動
を
実
施
す
る
と
共
に
、
保

　

護
者
同
士
の
フ
リ
ー
タ
イ
ム
も
設
け
ま
す
。

○
費　

用　

必
要
に
応
じ
て
実
費
の
み

○
申
込
方
法　

電
話
で
平
戸
幼
稚
園
に
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

　

島
で
共
同
生
活
を
体
験
し
、
心
身
と
も
に
た

く
ま
し
い
成
長
を
目
指
す
、
２
泊
３
日
の
野
外

体
験
学
習
で
す
。

○
と　

き　

７
月
23
日（
水
）〜
25
日（
金
）

　

※

予
備
日　

８
月
６
日（
水
）〜
８
日（
金
）

　

※

雨
天
決
行（
た
だ
し
、
船
が
使
え
な
い
場

　
　

合
は
予
備
日
に
延
期
し
ま
す
）

○
と
こ
ろ　

野
子
町
高
島

○
対
象
者　

市
内
小
学
校
４
年
生
〜
６
年
生

○
募
集
期
間　

６
月
２
日（
月
）〜
20
日（
金
）

○
募
集
人
員　

40
人（
40
人
を
超
え
た
場
合
は

　

抽
選
に
な
り
ま
す
。）

○
参
加
費　

１
人
５
，
０
０
０
円（
保
険
料
・

　

食
糧
費
・
そ
の
ほ
か
経
費
）

○
内　

容　

船
釣
り
体
験
、
山
登
り
、
無
人
島

　

探
索
な
ど

○
申
込
方
法　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
班

　

お
よ
び
、
各
学
校
・
分
室
・
公
民
館
に
備
え

　

付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

お
申
し
込
み
下
さ
い
。
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古
江
町
の
半
元
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
予
約
を

開
始
し
ま
す
。
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
た
っ

ぷ
り
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
夏
休
み
の
思
い
出
を
つ

く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
予
約
開
始　

６
月
２
日（
月
）

　

※

平
日（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　
　

の
み
受
付

　

※

開
設
後
は
半
元
キ
ャ
ン
プ
場（
℡
24-

２
８

　
　

４
２
）に
直
接
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

○
入
場
料　

大
人
２
１
０
円
、
子
ど
も
１
０
０
円

○
主
な
使
用
料　

バ
ン
ガ
ロ
ー（
６
人
用
）６
，

　

４
８
０
円
、テ
ン
ト（
６
人
用
）１
，２
９
０
円
、

　

サ
イ
ト
料
５
４
０
円

○
開
設
期
間　

７
月
12
日（
土
）〜
８
月
31
日

　
（
日
）

○
そ
の
他　

鍋
や
飯
ご
う
な
ど
備
品
の
貸
し
出

　

し
を
、
有
料
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
た
ち
の
思
い
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
と　

き　

６
月
14
日（
土
）午
後
０
時
30
分

　

開
会

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル

○
内　

容　

次
の
世
代
を
担
う
平
戸
の
子
ど
も

　

た
ち
が
、
未
来
へ
の
夢
や
希
望
、
社
会
へ
の

　

意
見
、
日
常
生
活
や
環
境
問
題
な
ど
、
日
頃

　

感
じ
て
い
る
こ
と
や
実
体
験
に
基
づ
い
た
こ

　

と
を
、
自
分
た
ち
の
目
線
で
表
現
し
、
発
表

　

し
ま
す
。　
　

　

住
民
目
線
に
立
っ
た
市
役
所
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
行
う
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
望
む

窓
口
の
あ
り
方
に
関
す
る
意
見
の
募
集
と
、
今

後
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
示
す
指
針
を
策
定

す
る
た
め
に
、
施
設
利
用
状
況
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

○
記
入
用
紙

　

▼「
市
役
所
窓
口
の
あ
り
方
ア
ン
ケ
ー
ト
」用

　
　

紙
は
本
庁
１
階
と
各
支
所
、
各
出
張
所
に

　
　

設
置
。

　

▼「
公
共
施
設
利
用
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
」用
紙

　
　

は
各
施
設
に
設
置
。

○
募
集
期
限　

６
月
30
日（
月
）

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
山
崩
れ
や
土
石
流
、

地
す
べ
り
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
家
の
周
り
の
災
害
危
険
箇
所
や
、
災
害

が
起
き
た
場
合
の
避
難
場
所
を
日
頃
か
ら
確
か

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
掲
げ
る
山
地
災
害
の
８
つ
の
危
険
信
号

を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

①
川
が
濁
り
、
流
木
が
混
ざ
り
は
じ
め
た

②
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川
の
水
位
が
下

　

が
っ
た

③
山
の
木
が
傾
い
た
り
、
斜
面
に
亀
裂
が
走
っ

　

た
④
山
の
斜
面
か
ら
石
が
転
が
り
落
ち
て
き
た

⑤
今
ま
で
枯
れ
た
こ
と
の
な
い
湧
き
水
が
止
ま

　

っ
た

⑥
湧
き
水
の
量
が
急
に
増
え
た

⑦
普
段
澄
ん
で
い
る
沢
や
井
戸
の
水
が
濁
っ
て

　

て
き
た

⑧
地
鳴
り
の
音
が
聞
こ
え
て
き
た

　

※

山
崩
れ
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

　
　

速
や
か
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
繁
期
を
迎
え
、
農
業
機
械
に
よ
る
作
業
が

増
加
す
る
と
、
農
作
業
の
事
故
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
長
崎
県
と
平
戸
市

で
は
６
月
30
日（
月
）ま
で
を「
春
の
農
作
業
安

全
運
動
期
間
」と
設
定
し
、
農
作
業
事
故
防
止

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

農
作
業
を
行
う
際
に
は
、
作
業
に
適
し
た
服

装
や
、複
数
人
で
の
作
業
の
実
施
、適
当
な
休
憩
、

安
全
装
備
の
装
着
、
周
辺
確
認
な
ど
を
徹
底
し

な
が
ら
、
農
作
業
の
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

社団法人長崎県ＬＰガス協会がポータブル発電機を寄贈
　３月25日、社団法人長崎県ＬＰガス協会の大浦正剛平戸支部長
が市消防本部を訪れ、ポータブルガス発電機５台とカセットボン
ベ10セットを寄贈しました。今回寄贈されたポータブル発電機は、
２本のカセットガスで１時間の運転が可能。現在消防署が所有し
ているガソリン式の発電機と併用することで、幅広いエネルギー
源の確保が可能となります。寄贈されたポータブルガス発電機は、
市内の消防署に１台ずつ設置させていただきました。

災害危険箇所調査を実施
　５月７日、集中豪雨など災害が発生しやすい時期を前に、市内
の危険箇所（平戸地区１カ所、生月地区２カ所）の調査を実施しま
した。それぞれの危険箇所では、現在の状況や災害対策工事の進
捗状況など、今後の災害対策について確認しました。現在、市内
には231カ所の危険箇所があり、関係機関と協力して防災体制の
強化を進めています。なお、４・５ページに緊急避難場所一覧を
掲載していますのでご確認ください。



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ
　

危
険
物
の
適
正
な
保
管
を
し
ま
し
ょ
う
！

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
消
防
本
部
予
防
課

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22

-

３
１
６
７

　　

　　
　
　
　
　

問
農
林
水
産
課
鳥
獣
被
害
対
策
班

　　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
６
７

ま
ち
な
か
で
の
イ
ノ
シ
シ
被
害
の

防
止
に
取
り
組
む
地
域
の
皆
さ
ん

の
活
動
を
補
助
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
税
務
課
総
務
徴
収
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
４
５

平
成
26
年
度
九
州
市
町
村
合
同

公
売
会
in
平
戸
を
開
催
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　

問
企
画
財
政
課
企
画
統
計
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
６

平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査

お
よ
び
商
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　

問
ま
ち
づ
く
り
課
国
土
調
査
班

　　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
８
９

地
籍
調
査
の
地
図（
地
籍
図
原
図
）

お
よ
び
簿
冊（
地
籍
簿
案
）が
閲
覧

で
き
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
水
道
局
総
務
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22

-

３
８
３
８

６
月
１
日（
日
）〜
７
日（
土
）は

「
第
56
回
水
道
週
間
」で
す

　　
　
　
　
　
　
　
　

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
７
５

児
童
手
当
の
支
給
お
よ
び
現
況
届

に
つ
い
て

対象年齢

対象児童1人
あたりの手当
月額

中学校卒業まで（15歳到達後、最初
の3月31日まで）

児童手当【所得制限限度額未満の人】
　○3歳未満（一律）　15,000円
　○3歳～小学校修了前まで
　　（第1・2子）　10,000円
　　（第3子以降）　15,000円
　○中学生（一律）　10,000円
特例給付【所得制限限度額以上の人】
　○一律　5,000円（児童１人あたり）

閲覧場所地　　　区 字　　　　　　名

岩の上第２－２－３地区

戸石川第１－２地区

大久保第４地区

紐差Ａ―１地区

岩の上町字　天神野（１字）

戸石川町字　阿権、打越、上杉山、黒木ノ元、
新杉山、杉山、馬喰、一ツ石、女男石（９字）

大久保町字　唐子島、潮登、中ノ浦、中野原、
迎笠下（５字）

紐差町字　一本木、切ノ木、差畑、下馬込、
尻手、高場、田ノ平、中田代、二本松、馬込、
横久保（11字）

平戸市役所３階

小会議室

平戸市ふれあい
センター（紐差町）

　　
　
　
　
　
　
　

問
市
民
課
国
保
年
金
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
９
２

老
齢
基
礎
年
金
等
の
年
金
額
が
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す

　

な
お
、
水
道
料
金
の
お
支
払
い
に
は
、
便
利

な
口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

○
対
象
者　

市
街
地
お
よ
び
市
街
地
に
隣
接
す

　

る
行
政
区
な
ど

○
補
助
対
象　

草
刈
整
備
費
用
、
防
護
柵
設
置

　

費
用
、
狩
猟
免
許
取
得
費
用
な
ど

○
補
助
内
容　

事
業
費
の
１
／
２
を
補
助（
上

　

限
20
万
円
）

　

長
崎
、
佐
賀
、
福
岡
、
宮
崎
の
16
市
町
村
合

同
で
、
市
税
な
ど
徴
収
の
た
め
差
押
動
産
の
合

同
公
売
会
を「
入
札
」お
よ
び「
せ
り
売
り
」方

式
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

６
月
29
日（
日
）　

午
前
９
時
開
場

　
（
午
前
９
時
30
分　

入
札
開
始
）

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
田
平
町
民
セ
ン
タ
ー　

　

※

液
晶
テ
レ
ビ
、
貴
金
属
な
ど
約
３
０
０
点

　
　

を
出
品
予
定
で
す
。

　　

６
月
は
、
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す
。
子
ど

　

６
月
１
日（
日
）か
ら
水
道
週
間
が
始
ま
り

ま
す
。
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
大
切
な
財
産
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
も
う
一
度
水
道
の
大
切
さ
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
水
は
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
】

　

水
道
水
は
川
や
ダ
ム
の
水
を
使
っ
て
作
っ
て

い
ま
す
。
普
段
の
生
活
の
中
で
水
が
な
く
な
る

と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
は
少
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
雨
が
長
期
間
降
ら
な
け
れ
ば
枯
渇

し
て
渇
水
と
い
う
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

夏
場
は
特
に
渇
水
の
危
機
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

普
段
か
ら
節
水
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
水
道
局
か
ら
の
お
願
い
】

　

水
を
作
り
、
送
り
出
す
た
め
に
必
要
な
お
金

の
大
半
を
賄
っ
て
い
る
の
は
水
道
料
金
で
す
。

　

水
道
料
金
は
１
カ
月
に
ど
れ
だ
け
水
を
使
っ

た
か
が
分
か
る
量
水
器（
水
道
メ
ー
タ
ー
）を

検
針
し
て
計
算
し
ま
す
。

　

量
水
器
の
あ
る
場
所
は
家
庭
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、
量
水
器
の
上
に
物
を
置
い
た
り
、

草
で
覆
わ
れ
て
い
た
り
、
近
く
に
エ
ア
コ
ン
の

室
外
機
な
ど
の
障
害
物
が
あ
る
と
、
検
針
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
量
水
器
の
ふ
た
が

き
ち
ん
と
開
い
て
、
中
の
メ
ー
タ
ー
が
は
っ
き

り
読
み
取
れ
る
よ
う
に
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

も
が
生
ま
れ
た
り
、
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入

し
た
と
き
は
、
本
市
に「
認
定
請
求
書
」を
提

出
す
る
こ
と（
申
請
）が
必
要
で
す（
公
務
員
の

場
合
は
勤
務
先
に
）。
認
定
を
受
け
れ
ば
、
原

則
と
し
て
、
申
請
し
た
月
の
翌
月
分
の
手
当
か

ら
支
給
し
ま
す
。
申
請
は
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。

○
現
況
届
の
提
出　

現
況
届
は
、｢

児
童
手
当｣

　

の
受
給
資
格
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
に
行

　

う
更
新
手
続
き
で
す
。
対
象
者
に
は
、
６
月

　

中
旬
に｢

児
童
手
当
現
況
届｣

を
送
付
し
ま
す
。

　

６
月
以
降
分
の
受
給
に
必
要
な
届
出
な
の
で
、

　

受
付
期
間
内
に
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

　

い
。

　

▼
ガ
ソ
リ
ン
お
よ
び
軽
油　

鉄
製
携
行
缶　

　
　
（
認
定
品
）な
ど

　

▼
灯　

油　

灯
油
専
用
の
ポ
リ
缶（
認
定
品
）

　
　

な
ど

　　

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
年
金
額
が
、
４
月
分

（
６
月
支
給
分
）か
ら
９
５
０
円
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。

　

現
在
の
年
金
は
、
物
価
が
下
が
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
年
金
額
を
据
え
置
い
て
い
た
た
め
、

昨
年
10
月
分
か
ら
段
階
的
に
現
在
の
水
準
に
調

整
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
厚
生
年
金
保
険
制
度
な
ど
に
つ
い
て

も
同
様
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ　

佐
世
保
年
金
事
務
所　

　

℡
０
９
５
６‐

34‐

１
１
４
５

　
　

　

平
成
25
年
度
に
地
籍
調
査（
一
筆
地
調
査
）

を
実
施
し
た
地
区
の
地
図（
地
籍
図
原
図
）お

よ
び
簿
冊（
地
籍
簿
案
）の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
閲
覧
で
、
土
地
の
所
有
者
、
地
番
、
地
目
、

面
積
、
位
置
お
よ
び
形
状
な
ど
を
確
認
で
き
ま

す
。
ま
た
、
誤
り
な
ど
が
あ
れ
ば
閲
覧
期
間
内

に
訂
正
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

　

７
月
１
日（
火
）か
ら
平
成
26
年
経
済
セ
ン

サ
ス
基
礎
調
査
お
よ
び
商
業
統
計
調
査
を
一
体

的
に
実
施
し
ま
す
。
全
国
全
て
の
事
業
所
、
企

業
お
よ
び
商
業
事
業
所（
卸
売
業
、
小
売
業
）

が
調
査
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

県
が
任
命
す
る
調
査
員
が
６
月
末
ご
ろ
、
調

査
票
の
記
入
依
頼
、
調
査
票
の
配
布
を
行
い
ま

す
。
調
査
票
が
届
い
た
ら「
調
査
票
の
記
入
の

し
か
た
」を
ご
覧
の
上
、
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
調
査
員
が
受
け
取
り
に
い
き
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※

調
査
票
に
記
入
し
た
内
容
を
、
統
計
以
外
の

　

目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 　

容
器
別
に
保
管
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
灯

油
と
軽
油
が
混
ざ
っ
た
状
態
に
よ
る
誤
給
油

（
適
正
で
な
い
危
険
物
の
給
油
）の
事
故
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

　

誤
給
油
は
石
油
機
器
の
故
障
原
因
に
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
火
災
発
生
の
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
危
険
物
ご
と
に
決
ま
っ
た
容
器
に
入
れ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。　
　

○
と　

き　

６
月
18
日（
水
）〜
７
月
７
日（
月
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
・
日
・
祝
日
を

　

除
く
）

○
と
こ
ろ　

地
区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
持
参
す
る
も
の　

印
か
ん（
認
印
可
）
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調
理
補
助
員
養
成
講
習
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す

平
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
22-

３
１
０
０

問

申
・

「
保
育
士
就
職
支
援
研
修
会
」

開
催
の
ご
案
内

長
崎
県
保
育
協
会

☎
０
９
５-

８
４
６-
８
８
７
１

問

申
・

第
15
回
長
崎
県
障
害
者
芸
術
祭

「
第
九
」合
唱
参
加
者
の
募
集

県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５-

８
４
２-

８
１
７
８

問

申
・

放
送
大
学
10
月
入
学
生
を
募
集
し
ま
す

放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５-

８
１
３-

１
３
１
７

問

申
・

「
高
齢
者
相
談
窓
口
」に
つ
い
て

県
長
寿
社
会
課
企
画
指
導
班

☎
０
９
５-

８
９
５-

２
４
３
１

問

申
・

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど

☎
23-

８
３
５
１

問

申
・
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
栄
養
・
調

理
の
基
礎
知
識
の
ほ
か
、
お
年
寄
り
向
け
の
調

理
実
習
を
行
う
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

○
講
習
期
間　

７
月
10
日（
木
）〜
25
日（
金
）

　

の
う
ち
８
日
間
実
施

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者　

55
歳
以
上
の
人

○
定　

員　

15
人（
先
着
順
）

○
受
講
料　

無
料

○
申
込
方
法　

事
務
所
に
備
え
付
け
の
申
込
用

　

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　

６
月
25
日（
水
）

　　

12
月
７
日（
日
）に
ア
ル
カ
ス
佐
世
保
で
開
催

さ
れ
る
、
長
崎
県
障
害
者
芸
術
祭
に
お
い
て
、

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
交
響
曲「
第
九
」を
合
唱
す
る

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
対
象
者　

平
戸
市
お
よ
び
佐
世
保
市
で
開
催

　

す
る
事
前
練
習
会
に
参
加
で
き
る
人

○
募
集
期
限　

６
月
30
日（
月
）

○
申
込
方
法　

電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
ま
た
は

　

E
メ
ー
ル

　

長
崎
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー　

　

〒
８
５
２‐

８
１
０
４　

長
崎
市
茂
里
町
３

　

－

24
県
棟
４
階

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
５‐

８
４
９‐

４
７
０
３

　

E-m
ail　

hdcps-suishin@
m
bn.nifty.com

　

県
で
は
平
成
24
年
11
月
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス

や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
受

け
付
け
る｢

高
齢
者
相
談
窓
口｣

を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

相
談
は
電
話
・
面
談
・
手
紙
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
者
の
個
人
情
報
は
保
護
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
45
分　

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

○
専
用
電
話　

０
９
５‐

８
９
５‐

２
４
３
９

　

保
育
士
資
格
を
持
ち
、
現
在
保
育
士
な
ど
の

職
に
就
い
て
い
な
い
人
を
対
象
に
、
保
育
所

（
園
）へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
就
職
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　
（
全
会
場
）午
後
１
時
〜
午
後
３

　

時
30
分

　

①
７
月
４
日（
金
） 　

諫
早
市
立
た
ら
み
図

　
　

書
館

　

②
７
月
８
日（
火
）　

佐
世
保
市
労
働
福
祉

　
　

セ
ン
タ
ー

　

③
７
月
11
日（
金
）　

長
崎
県
農
協
会
館

　

④
７
月
18
日（
金
）　

島
原
市
有
明
総
合
文
化

　
　

会
館

　

⑤
７
月
29
日（
火
）　

福
江
総
合
福
祉
保
健
セ

　
　

ン
タ
ー

　

⑥
８
月
１
日（
金
）　

有
川
総
合
文
化
セ
ン
タ

　
　

ー

○
参
加
費　

無
料

○
対
象
者　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
人
お
よ
び

　

看
護
師（
准
看
護
師
）免
許
を
有
す
る
人

○
申
込
期
間　

６
月
２
日（
月
）〜
27
日（
金
）

　

※

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
長
崎
県
保
育

　
　

協
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
26
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
、
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
人
な
ど
、
幅
広
い
世
代
の
人
が
学
ん

で
い
ま
す
。ま
た
、心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
が
学
べ

ま
す
。

※
詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
の
で
、

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
出
願
期
間　

６
月
15
日（
日
）〜
８
月
31
日

　
（
日
）　

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
受
け
付
け
て
い
ま

　

す
。（http://w

w
w
.ouj.ac.jp

）　

 
   

　
　

　

シ
ー
ラ
イ
フ
で
は
プ
ー
ル
の
監
視
お
よ
び
清

掃
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
勤
務
資
格　

18
歳
以
上（
高
校
生
不
可
）

○
勤
務
期
間　

夏
休
み
期
間
中
お
よ
び
7
月
の

　

土
・
日
曜
日

○
勤
務
期
間　

1
日
約
6
時
間（
週
29
時
間
）・

　

週
休
2
日
・
時
給
7
0
0
円

　

※
土
・
日
曜
日
、
お
盆
に
出
勤
で
き
る
人

　【
平
戸
地
区
】

小
川　

瑠 

晃
平 

中
の
原

土
田　

光
凛 

一
球 

薄
香
浦

氏
田　

悠
翔 

達
明 

上
大
垣

大
山　

宗
資 

貴
之 

中
野
大
久
保

平
松　

颯
音 

走 

中
の
原

大
川　

笑
和 

行
俊 

大
佐
志

柴
山　

暖
保 

剛 

紐
差
第
４

宮
川　

涼
來 

博
規 

宮
の
浦

山
野　

優
心 

和
也 

愛
知
県
豊
田
市

石
本　

健
樹 

健
治 

木
場

【
田
平
地
区
】

浦
田　

健
兜 

健
二 

小
手
田

小
北　

統
星 

一
輝 

下
里

塚
本　

茜
梨
花 

真
悟 

万
場

小
川　

綺
士 

太
喜 

永
田

浜
野　

蓮
士 

篤 

上
里

【
大
島
地
区
】

柴
山　

桜
愛 

雅
和 

大
根
坂

【
平
戸
地
区
】

濱
田　

政
助 

71
歳 
4
／
15 

飯
良
第
２

山
浦　

末
一 

69
歳 
4
／
16 

深
川

山
添　

喜
美
子 

71
歳 
4
／
19 

薄
香
浦

野
元　

ハ
ツ
子 

92
歳 
4
／
20　

中
山

西　
　

清
市 

91
歳 
4
／
21 

肥

松
田　

ア
ヤ 

91
歳 
4
／
22 

薄
香
浦

吉
田　

ス
マ
子 

62
歳 
4
／
22 

大
久
保

秀
嶋　

土
子 

81
歳 
4
／
25 

川
内
浦　

濵
本　

茂
久 

84
歳 
4
／
27 

獅
子
第
4

﨑
村　

集 

84
歳 
4
／
29 

向
月

伊
東　

弘
基 

88
歳 
4
／
30 

下
大
垣

小
川　

ト
シ
ヱ 

92
歳 
5
／
5 

大
川
原

角
野　

康
忠 

93
歳 
5
／
8 

度
島
三
免

山
本　

松
枝 

86
歳 
5
／
8 

神
崎

市
山　

虎
一
郎 

95
歳 
5
／
7 

下
中
野

安
富　

惠
美
子 

63
歳 
5
／
10 

中
の
崎

妹
尾　

京
一 

81
歳 
5
／
12 

高
麗
町

村
田　

カ
ネ 

84
歳 
5
／
14 

飯
良
第
１

北
川　

チ
カ 

99
歳 
5
／
14 

赤
松

朝
井　

美
枝
子 

98
歳 
5
／
14 

西
の
久
保

林　
　

和
子 

91
歳 
5
／
14 

草
積

【
生
月
地
区
】

土
肥　

サ
ヨ 

88
歳 
4
／
17 

壱
部

柳
𠩤　

マ
ス 

90
歳 
4
／
25 

舘
浦
屋
敷

富
山　

芳
江 

79
歳 
4
／
26 

浦
北

米
倉　

泰
治 

73
歳 
5
／
1 

山
田

山
本　

マ
リ
エ 

82
歳 
5
／
7 

御
崎

【
田
平
地
区
】

吉
田　

正
一 

82
歳 
4
／
22 

万
場

中
倉　

ス
ミ 

88
歳 
4
／
25 

上
里

緒
方　

峯
子 

79
歳 
4
／
30 

小
手
田

澤
田　

智
惠
子 

89
歳 
5
／
3 

日
の
浦

田
川　

新
一 

83
歳 
5
／
5 

永
久
保

中
村　

チ
エ
子 

97
歳 
5
／
6 

下
寺

【
大
島
地
区
】

関
東　

妙
子 

92
歳 
5
／
14 

西
神
浦

　
　
　
　
　
　

（
4
／
16
〜
5
／
15
受
付
分
）

■
図
書
購
入
事
業
寄
附
金

　
お　
が
わ 

る
い 

こ
う
へ
い

つ
ち　
だ 

　
ひ
か
り 

い
っ
き
ゅ
う

う
じ　
た 

ゆ
う　
と 

た
つ
あ
き

お
お
や
ま 

そ
う
す
け 

た
か
ゆ
き

ひ
ら
ま
つ 

　
か
な
た 

か
け
る

お
お
か
わ 

　
え　

な 

ゆ
き
と
し

し
ば
や
ま 

は
る　
ほ 

つ
よ
し

み
や
が
わ 

す
ず　
な 

ひ
ろ
の
り

や
ま　
の 

ゆ
う
し
ん 

か
ず　
や

い
し
も
と 

げ
ん　
き 

け
ん　
じ

う
ら　
た 

け
ん　
と 

け
ん　
じ

は
ま　
だ         

ま
さ
す
け

や
ま
う
ら       

ま
つ
い
ち

や
ま
ぞ
え 

　
き　

み　

こ

　
の　
も
と

に
し             

せ
い
い
ち

ま
つ　
だ

よ
し　
だ

ひ
で
し
ま 

つ
ち　
こ

は
ま
も
と      

し
げ
ひ
さ

さ
き
む
ら     

あ
つ
む

い　
と
う        

ひ
ろ
も
と

 

お　
が
わ

か
く　
の 

や
す
た
だ

や
ま
も
と 

ま
つ　
え

い
ち
や
ま 

と
ら
い
ち
ろ
う

や
す
と
み 

　
え　

み　

こ

　
せ　

お 

き
ょ
う
い
ち

や
な
ぎ
は
ら

と
み
や
ま 

よ
し　
え

よ
ね
く
ら 

た
い　
じ

や
ま
も
と

よ
し　
だ 

ま
さ
い
ち

な
か
く
ら

     

お　
が
た 

み
ね　
こ

さ
わ　
だ 

　
ち　

え　

こ

　
た　
が
わ 

し
ん
い
ち

な
か
む
ら

か
ん
と
う 

た
え　
こ

む
ら　
た

き
た
が
わ

あ
さ　
い 

　
み　

え　

こ

は
や
し 

か
ず　
こ

　
ど　

い

　
こ　
ぎ
た 

　
す
ば
る 

か
ず　
き

つ
か
も
と 

　
せ　

り　

か 

し
ん　
ご

　
お　
が
わ 

あ
や　
と 

た
い　
き

は
ま　
の 

れ
ん　
と 

あ
つ
し

　
　
　
　
　
　
　

し
ば
や
ま 

　
も
も
か 

ま
さ
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
地
区
大
会
の
平
戸
市
開
催
の
記
念
事

　

業
と
し
て
、（
仮
称
）総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
新
図
書
館

　

用
の
図
書
購
入
費
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
７
４
０
地
区

　

２
０
１
３‐

２
０
１
４
年
度
ガ
バ
ナ
ー（
地
区
代
表
）　

塩
澤 

恒
雄

　

１
，
０
０
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た




